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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

障害者の生活状況や福祉サービスの利用状況、利用意向などを把握し、「障害者計画」「障害福

祉計画」の基礎資料とすることを目的とし調査を実施しました。 

 

２ 調査対象 

障害当事者対象調査：障害者手帳、特定疾患（指定難病）医療受給者証をお持ちの方 

一般市民：市内在住の方 

 

３ 調査期間 

令和５年３月１日～令和５年３月 15 日 

 

４ 調査方法 

障害当事者対象調査：郵送配付・郵送回収方式  

一般市民：郵送配付・郵送回収方式  

 

５ 回収状況 

  配布数 有効回答数 有効回答率 

障害当事者対象調査 2300 通 960 通 41.7％ 

一般市民 700 通 254 通 36.3％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。  
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Ⅱ 調査結果のまとめ 

１ 障害当事者対象調査 

（１）回答者属性や日常生活について 

・本調査の回答者の年齢は、「18歳未満」の割合が 18.1％、「18～64 歳」の割合が 40.9％、「65

歳以上」の割合が 39.6％となっています。また、性別は「男性」の割合が 51.6％、「女性」

の割合が 47.1％となっています。 

・一緒に暮らしている人は、「父母」の割合が 39.3％と最も高く、次いで「配偶者」の割合が

37.6％、「子ども」の割合が 22.2％となっています。 

・日常生活について、①食事、②トイレ、⑥家の中の移動で「ひとりでできる」の割合が８割

以上となっていますが、⑦身の回りの掃除、整理整頓をする、⑧洗濯をする、⑨買い物をす

る、⑩外出、⑫お金の管理、⑬薬の管理で「ひとりでできる」の割合が６割未満となってい

ます。また、障害種別でみると、知的障害、発達障害、高次能機能障害の方で、⑧洗濯をす

る、⑨買い物をする、⑩外出、⑫お金の管理、⑬薬の管理で「全部介助が必要」の割合が高

くなっています。 

・主に介助をしてくれる方は、家族の割合が 88.1％と最も高く、平成 28 年度調査と比較する

と、9.3 ポイント増加しています。 

・介助の中心となる家族は、「母」の割合が 54.5％と最も高く、次いで「妻」の割合が 14.8％、

「夫」の割合が 11.9％となっています。介助の中心となる家族の年齢は、「40～49 歳」の割

合が 25.2％と最も高く、次いで「50～59 歳」の割合が 20.9％、「70～79 歳」の割合が 18.9％

となっています。また、介助の中心となる家族の健康状態は、「ふつう」の割合が 56.4％と

最も高く、次いで「よい」の割合が 29.7％、「よくない」の割合が 12.5％となっています。 

 

（２）障害の状況について 

・障害者の手帳所持等の割合をみると、「身体障害者手帳」をお持ちの方の割合は 41.6％、「療

育手帳」をお持ちの方は 27.2％、「精神障害者保健福祉手帳」をお持ちの方は 19.7％、「難

病」と診断された方は 29.1％、「発達障害」と診断された方は 22.2％、「高次脳機能障害」と

診断された方は 2.8％となっています。 

・医療的ケアを「受けている」の割合は 21.3％、「受けていない」の割合は 73.0％となってお

り、受けている医療的ケアは、「透析」の割合が 10.8％と最も高く、次いで「吸引」の割合

が 10.3％となっています。 

 

（３）住まいや暮らしについて 

・現在の暮らしは、「家族と暮らしている」の割合が 81.7％と最も高く、次いで「一人で暮ら

している」の割合が 11.8％となっています。また、「福祉施設で暮らしている」または「病



3 

院に入院している」と回答した方のうち、「今のまま生活したい」の割合が 51.7％と最も高

く、次いで「家族と一緒に生活したい」の割合が 31.0％となっています。 

・草津市で生活するために必要な支援は、「必要な福祉サービスが適切に利用できること」の割

合が64.2％と最も高く、次いで「生活に必要なお金の負担が軽減されること」の割合が63.1％、

「緊急時に助けてくれる人がいること」の割合が 54.4％となっています。 

・現在の生活で困っていることや不安に思っていることは、「自分の健康や体力に自信がない・

不安がある」の割合が 33.5％と最も高く、次いで「将来的に生活する住まい、または施設が

あるかどうか不安である」の割合が 31.0％、「特に困っていることはない」の割合が 29.6％

となっています。また、困ったときの相談先は、「ある」の割合が 49.0％、「ない」の割合が

37.6％となっています。 

 

（４）日中活動や就労について 

・１週間の外出頻度は、「ほぼ毎日外出する」の割合が 49.0％と最も高く、次いで「１週間に

数回外出する」の割合が 35.5％となっており、「まったくしない」の割合は 9.8％となってい

ます。外出する方のうち、「一人で外出する」の割合が 37.7％と最も高く、次いで「父母・

祖父母・きょうだい」の割合が 22.8％、「配偶者（夫または妻）」の割合が 18.8％となってい

ます。 

・外出する目的は、「買い物に行く」の割合が 62.8％と最も高く、次いで「病院に行く」の割

合が 59.6％、「通勤・通学・（幼稚園、保育所等に）通園・通所」の割合が 47.8％となってお

り、平成 28 年度と比較すると、「通勤・通学・（幼稚園、保育所等に）通園・通所」「趣味や

スポーツをする」「散歩に行く」の割合が増加しています。 

・外出するときに困ることや、外出しようと思ったときにとりやめたりすることは、「ある」の

割合が 44.0％、「ない」の割合が 51.9％となっています。 

・平日の日中の過ごし方は、「自宅で過ごしている」の割合が 44.9％と最も高く、次いで「会

社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をしている」の割合が 23.8％、「専業主婦（主

夫）をしている」の割合が 13.6％となっています。平成 28 年度と比較すると、「自宅で過ご

している」の割合が 17.6 ポイント増加しています。 

・平日に「障害児の通所施設に通っている」と回答した方のうち、「放課後等デイサービス」を

利用している割合が 83.6％となっています。 

・会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をしている方のうちの勤務形態は、「パー

ト・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」の割合が 47.4％と最も高く、次いで「正職員で

他の職員と勤務条件等に違いはない」の割合が 29.4％なっています。平成 28 年度と比較す

ると、「正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない」の割合が減少し、「パート・アルバイ

ト等の非常勤職員、派遣職員」が増加しています。 

・働く意欲があるかについて、「ある」の割合が 41.4％、「ない」の割合が 35.7％となってお

り、平成 28 年度調査と比較すると、「ある」の割合が減少しています。 

・働く意欲がある方のうち、仕事を「している」の割合が 52.4％、「していない」の割合が 45.6％
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となっています。 

・就労支援として必要なことは、「職場の上司や同僚に障害の理解があること」の割合が 46.3％

と最も高く、次いで「短時間勤務や勤務日数、時間差出勤等の配慮」の割合が 36.0％、「通

勤手段の確保」の割合が 34.0％となっています。 

・通園や通学する上での問題点は、「通うのが大変」の割合が 25.1％、「学校の数が少ない」の

割合が 21.1％となっています。 

・学校教育に望むことは、「能力や発達、障害の状況に合った指導をしてほしい」の割合が44.5％

と最も高く、次いで「就学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実してほし

い」の割合が 39.8％、「施設、設備を充実してほしい」の割合が 27.9％となっています。 

・病院に関することで困っていることが「ある」の割合が 36.6％となっており、その内容とし

て、「医療費の負担が大きい」の割合が 28.2％と最も高く、次いで「専門的な治療を行う病

院が身近にない」の割合が 25.4％、「交通費の負担が大きい」の割合が 24.8％となっていま

す。 

 

（５）障害福祉サービス等利用について 

・障害支援区分の認定を「受けていない」の割合が 72.2％となっています。 

・また、介護保険制度の要介護認定を「受けていない」の割合が 75.9％となっています。 

・障害福祉サービスの利用状況は、「⑮計画相談支援」、「㉚放課後等デイサービス」以外のサー

ビスで「利用している」の割合が１割未満となっています。一方で、すべてのサービスにお

いて、「利用したい」の割合が「利用している」の割合を上回っています。 

・サービス支給量について、「足りている」の割合が 62.7％、「足りていない」の割合が 17.1％

となっています。 

・サービス等利用計画（障害児支援利用計画）の作成方法として、「わからない」の割合が 45.7％

と最も高く、次いで「現在、相談支援専門員に作成してもらっている」の割合が 26.6％とな

っています。 

・整備を希望する施設は、「なし」の割合が 46.3％と最も高く、次いで「グループホーム」の

割合が 15.0％、「就労継続支援事業」、「短期入所」の割合が 13.3％となっています。 

・コロナ禍でのサービス利用で困っていることは、「サービス利用の制限」の割合が 13.3％と

最も高くなっています。 

 

 

（６）相談相手について 

・悩みや困ったことの相談相手は、「家族や親せき」の割合が 68.8％と最も高く、次いで「友

人・知人」の割合が 24.4％となっていますが、「相談しない」の割合が 8.2％となっていま

す。 

・障害のことや福祉サービスなどに関する情報の入手先は、「家族や親せき、友人・知人」の割
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合が 34.6％と最も高く、次いで「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」の割

合が 28.3％、「インターネット」の割合が 25.8％となっており、平成 28年度と比較すると、

「インターネット」の割合が 5.5 ポイント増加しています。 

・福祉に関する情報の入手について困っていることは、「どこに情報があるかわからない」の割

合が 35.8％、「情報の内容がむずかしい」の割合が 19.5％となっています。 

・現在、知りたい情報は、「各種福祉サービスの利用に関すること」の割合が 41.4％と最も高

くなっています。 

 

（７）権利擁護について 

・障害があることで差別を受けた、または嫌な思いをしたことがあるかについて、「ある」と

「少しある」を合わせた“ある”の割合が 35.2％となっており、差別を受けた場所は、「学

校・職場」の割合が 47.3％と最も高く、次いで「近所」の割合が 24.3％、「住んでいる地域」

の割合が 22.8％となっています。 

・草津市民の障害者に対する理解は、「かなり進んだ」と「まあまあ進んだ」を合わせた“進ん

だ”の割合が 26.3％、「あまり進んでいない」と「進んでいない」を合わせた“進んでいな

い”の割合が 21.6％となっています。 

・成年後見制度の認知度は、「名前を聞いたことがあるが、内容は知らない」の割合が 33.8％

と最も高く、次いで「名前も内容も知っている」の割合が 31.8％、「名前も内容も知らない」

の割合が 26.0％となっています。 

・成年後見制度の利用意向は、「利用したくない」の割合が 25.8％、「利用したい」の割合が

24.5％となっています。 

・利用する場合、誰に後見人などになってもらいたいかは、「弁護士・司法書士・社会福祉士な

どの専門家」の割合が 38.3％と最も高く、次いで「きょうだい」の割合が 33.1％、「父母」

の割合が 29.2％となっています。 

 

（８）災害時の避難等について 

・火事や地震等の災害時に一人で避難できるかは、「できる」の割合が 37.6％と最も高く、次

いで「できない」の割合が 35.1％、「わからない」の割合が 22.5％となっています。年齢別

にみると、18 歳未満で「できない」の割合が高くなっています。 

・家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所に助けてくれる人がいるかについては、「いな

い」の割合が 35.2％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 32.5％、「いる」の割合が

26.8％となっています。 

・地域の避難訓練への参加状況は、「まったく参加していない」の割合が 67.9％と最も高く、

次いで「時々参加している」の割合が 17.1％となっています。 

・障害者情報を登録する制度（災害時要援護者登録制度）の認知度は、「知らない」の割合が

53.2％と最も高くなっています。 
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・火事や地震等の災害時、障害があることで困ること、心配なことは、「避難場所の生活環境

（他人との関わり等）が不安」の割合が 43.4％と最も高く、次いで「避難場所の設備（トイ

レ等）が不安」の割合が 40.8％、「治療が受けられない、薬がもらえない、医療的ケアが受

けられない」の割合が 39.5％となっています。年齢別にみると、18歳未満で「周囲とコミュ

ニケーションがとれない」「避難場所の生活環境（他人との関わり等）が不安」「救助を求め

ることができない」の割合が高くなっています。 

・新型コロナウイルス感染症の影響により、日常生活で困っていることは、「困っていない」の

割合が 30.7％と最も高く、次いで「外出時のマスク着用や、消毒など衛生管理の徹底」の割

合が 27.1％、「不安感が増したこと」の割合が 25.6％となっています。 

 

（９）草津市の障害者施策について 

・第２次草津市障害者計画の施策で満足度が高い上位５施策は、「①障害と障害のある人への

理解の促進（17.0％）」「⑥相談体制の強化（17.3％）」「⑨家族等への支援の充実（16.9％）」

「⑩経済的負担の軽減（25.7％）」「⑳バリアフリー化の推進と移動の確保（16.4％）」となっ

ています。 

・第２次草津市障害者計画の施策で重要度が高い上位５施策は、「⑯文化・スポーツ活動等の促

進（4.3％）」「⑰就労支援と雇用環境整備の促進（1.2％）」「⑱情報受発信の充実（1.2％）」

「⑲地域福祉活動の促進（2.5％）」「⑳バリアフリー化の推進と移動の確保（1.8％）」となっ

ています。 

・特に力を入れてほしい障害者施策は、「保護者などがいなくなった後の生活支援の充実」の割

合が 50.3％と最も高く、次いで「障害者の福祉サービスの充実」の割合が 45.6％、「手当な

どの経済的支援の充実」の割合が 42.4％となっています。 
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２ 一般市民 

・障害のある人との関わりについては、「ほとんど関わる機会がない」の割合が 35.8％と最も

高く、次いで「学校や職場などで関わりがある」の割合が 22.0％、「家族、親戚の一員とし

て関わりがある」の割合が 18.9％となっています。 

・草津市の道路や商店街、公共施設などの生活環境は、障害のある人にとって使いやすいもの

だと思うかについては、「思う」と「まあまあ思う」を合わせた“思う”の割合が 22.5％、

「あまり思わない」と「思わない」を合わせた“思わない”の割合が 48.8％となっています。

平成 28 年度と比較すると、“思わない”の割合が低くなっています。 

・草津市は、障害のある人もない人も、共に生活できるような、偏見や差別のないまちだと思

うかについては、「思う」と「まあまあ思う」を合わせた“思う”の割合が 33.0％、「あまり

思わない」と「思わない」を合わせた“思わない”の割合が 31.9％となっています。平成 28

年度と比較すると、“思わない”の割合が低くなっています。 

・合理的配慮を進めていくために必要なことは、「市民や民間事業者への障害者差別解消法に

関する周知・啓発」の割合が 50.0％と最も高く、次いで「意思疎通のための絵や写真カード、

ICT 機器（タブレット端末等）等の活用」の割合が 48.8％、「筆談、読み上げ、手話など障害

の特性に応じたコミュニケーション手段の設置」の割合が 45.7％となっています。 

・言葉の認知度は、「②バリアフリー」「③ユニバーサルデザイン」で、「知っている」の割合が

高くなっていますが、「①ノーマライゼーション」「④障害者週間」「⑤障害者差別解消法」「⑥

障害者虐待防止法」「⑦滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例」で、「知らない」の割

合が高くなっています。 

・障害のある人々に関わるボランティア活動や交流活動について関心度は、「とてもある」と

「まあまあある」を合わせた“ある”の割合が高いのは、「②手話通訳」「⑤社会福祉施設等

でのボランティア」「⑥草津市主催のイベントなど」となっています。 

・障害のある人とない人が、お互いに理解し合うために重要なことは、「福祉についての教育を

充実させる」の割合が 57.5％と最も高く、次いで「障害のある人との交流の機会（イベント

等）を増やす」の割合が 44.9％、「さまざまな催しなどの情報を市民のみなさんにお知らせ

する方法を充実させる」の割合が 42.9％となっています。平成 28 年度と比較すると、すべ

ての項目において、割合が大幅に高くなっています。 
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Ⅲ 調査結果 

１ 障害当事者対象調査 

問１ 当アンケートにお答えいただくのはどなたですか。（○は１つだけ） 

「ご本人」の割合が 63.4％と最も高く、次いで「父母」の割合が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）回答者属性や日常生活について 

問２ あなたの年齢をお答えください。（令和５年３月１日現在） 

「18～64 歳」の割合が 40.9％と最も高く、次いで「65歳以上」の割合が 39.6％、「18歳未満」

の割合が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

18歳未満

18～64歳

65歳以上

無回答

18.1

40.9

39.6

1.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 960 ％

ご本人

父母

祖父母

きょうだい

子ども

孫

家族以外の介助者など

その他

無回答

63.4

25.0

0.0

0.5

3.8

0.1

0.2

5.1

1.9

0 20 40 60 80 100
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問３ あなたの性別をお答えください。（○は１つだけ） 

「男性」の割合が 51.6％と最も高く、次いで「女性」の割合が 47.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 現在、あなたが一緒に暮らしている人は、どなたですか。（あてはまるものすべて

に○）※グループホーム、福祉施設等を利用されている方は「７」に○をつけてく

ださい。 

「父母」の割合が 39.3％と最も高く、次いで「配偶者」の割合が 37.6％、「子ども」の割合が

22.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

父母

祖父母

きょうだい

配偶者

子ども

孫

家族以外の人

いない（一人で暮らしている）

その他

無回答

39.3

3.0

20.3

37.6

22.2

4.2

4.2

11.7

1.9

1.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 960 ％

男性

女性

答えたくない

無回答

51.6

47.1

0.4

0.9

0 20 40 60 80 100
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【問４で「１」～「６」を答えた方】 

問５ 現在、一緒に暮らしているあなたの家族は、あなたを含めて何人ですか。 

「２人」の割合が 31.6％と最も高く、次いで「３人」の割合が 29.1％、「４人」の割合が 24.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 788 ％

１人

２人

３人

４人

５人

６人以上

無回答

0.4

31.6

29.1

24.5

8.1

4.1

2.3

0 20 40 60 80 100
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問６ 日常生活で、次のことをどのようにしていますか。①から⑬のそれぞれにお答え

ください。（①から⑬それぞれに○を１つ） ①食事 

①食事 

「ひとりでできる」の割合が 80.8％と最も高く、次いで「一部介助が必要」の割合が 12.3％と

なっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、高次能機能障害で「一部介助が必要」の割合が、知的障害で「一

部介助が必要」の割合が、発達障害で「一部介助が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  80.8  12.3  5.1  1.8  

身体障害 399  75.2  13.0  9.8  2.0  

知的障害 261  68.2  21.5  10.0  0.4  

精神障害 189  85.7  9.0  2.6  2.6  

難病認定 279  78.9  11.5  8.2  1.4  

発達障害 213  75.1  20.2  3.8  0.9  

高次能機能障害 27  59.3  25.9  14.8  － 

 

  

％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

80.8

12.3

5.1

1.8

79.3

12.4

6.4

1.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 788）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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②トイレ 

「ひとりでできる」の割合が 80.9％と最も高くなっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、精神障害で「ひとりでできる」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  80.9  8.8  8.9  1.5  

身体障害 399  74.7  8.3  15.0  2.0  

知的障害 261  65.9  16.5  16.9  0.8  

精神障害 189  92.6  1.6  3.2  2.6  

難病認定 279  78.1  9.3  11.5  1.1  

発達障害 213  76.5  13.6  8.5  1.4  

高次能機能障害 27  59.3  18.5  18.5  3.7  

 

  

％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

80.9

8.8

8.9

1.5

79.0

10.0

9.1

1.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 788）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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③お風呂 

「ひとりでできる」の割合が 71.8％と最も高く、次いで「一部介助が必要」の割合が 14.2％、

「全部介助が必要」の割合が 12.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、高次能機能障害で「全部介助が必要」の割合が、精神障害で「ひ

とりでできる」の割合が、発達障害で「一部介助が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  71.8  14.2  12.5  1.6  

身体障害 399  64.9  13.0  20.1  2.0  

知的障害 261  53.6  23.4  22.2  0.8  

精神障害 189  84.1  9.0  4.8  2.1  

難病認定 279  73.1  10.8  14.7  1.4  

発達障害 213  61.0  24.9  12.7  1.4  

高次能機能障害 27  59.3  14.8  25.9  － 

 

  

％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

71.8

14.2

12.5

1.6

71.8

14.3

11.9

2.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 788）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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④着替え 

「ひとりでできる」の割合が 77.9％と最も高く、次いで「一部介助が必要」の割合が 12.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、高次能機能障害で「一部介助が必要」の割合が、精神障害で「ひ

とりでできる」の割合が、知的障害で「一部介助が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  77.9  12.0  8.5  1.6  

身体障害 399  70.7  12.5  15.5  1.3  

知的障害 261  64.8  18.4  16.1  0.8  

精神障害 189  87.8  6.3  3.7  2.1  

難病認定 279  75.6  10.8  12.2  1.4  

発達障害 213  74.2  17.8  6.6  1.4  

高次能機能障害 27  55.6  29.6  14.8  － 

 

  

％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

77.9

12.0

8.5

1.6

76.6

13.2

8.2

2.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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⑤身だしなみ 

「ひとりでできる」の割合が 70.8％と最も高く、次いで「一部介助が必要」の割合が 16.8％、

「全部介助が必要」の割合が 10.1％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、発達障害で「一部介助が必要」の割合が、高次能機能障害で「一

部介助が必要」の割合が、知的障害で「一部介助が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  70.8  16.8  10.1  2.3  

身体障害 399  69.2  13.3  15.8  1.8  

知的障害 261  44.1  31.8  21.5  2.7  

精神障害 189  79.9  12.7  4.8  2.6  

難病認定 279  75.6  10.4  12.9  1.1  

発達障害 213  50.7  34.3  11.7  3.3  

高次能機能障害 27  51.9  33.3  14.8  － 

 

  

％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

70.8

16.8

10.1

2.3

70.1

17.9

9.5

2.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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⑥家の中の移動 

「ひとりでできる」の割合が 83.5％と最も高くなっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、発達障害で「ひとりでできる」の割合が、精神障害で「ひとり

でできる」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  83.5  8.0  5.7  2.7  

身体障害 399  73.7  11.8  11.5  3.0  

知的障害 261  82.8  8.8  7.7  0.8  

精神障害 189  88.9  5.3  2.6  3.2  

難病認定 279  78.5  9.7  10.0  1.8  

発達障害 213  90.6  5.6  2.3  1.4  

高次能機能障害 27  70.4  14.8  14.8  － 

 

  

％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

83.5

8.0

5.7

2.7

81.9

8.0

7.6

2.5

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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⑦身の回りの掃除、整理整頓をする 

「ひとりでできる」の割合が 54.5％と最も高く、次いで「一部介助が必要」の割合が 24.8％、

「全部介助が必要」の割合が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、高次能機能障害で「一部介助が必要」の割合が、発達障害で「一

部介助が必要」の割合が、知的障害で「全部介助が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  54.5  24.8  18.2  2.5  

身体障害 399  52.6  20.1  24.1  3.3  

知的障害 261  28.4  37.9  32.6  1.1  

精神障害 189  54.0  28.6  13.8  3.7  

難病認定 279  60.2  19.4  17.9  2.5  

発達障害 213  32.4  40.8  25.8  0.9  

高次能機能障害 27  22.2  44.4  29.6  3.7  

 

  

回答者数 = 960 ％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

54.5

24.8

18.2

2.5

0 20 40 60 80 100
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⑧洗濯をする 

「ひとりでできる」の割合が 52.1％と最も高く、次いで「全部介助が必要」の割合が 29.5％、

「一部介助が必要」の割合が 15.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、知的障害で「全部介助が必要」の割合が、発達障害で「全部介

助が必要」の割合が、高次能機能障害で「全部介助が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  52.1  15.5  29.5  2.9  

身体障害 399  50.6  11.3  33.8  4.3  

知的障害 261  21.1  21.8  56.7  0.4  

精神障害 189  58.2  23.3  15.9  2.6  

難病認定 279  59.9  10.8  26.9  2.5  

発達障害 213  25.8  22.5  50.7  0.9  

高次能機能障害 27  29.6  22.2  48.1  － 

 

  

回答者数 = 960 ％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

52.1

15.5

29.5

2.9

0 20 40 60 80 100
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⑨買い物をする 

「ひとりでできる」の割合が 49.9％と最も高く、次いで「全部介助が必要」の割合が 27.2％、

「一部介助が必要」の割合が 20.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、高次能機能障害で「全部介助が必要」の割合が、知的障害で「全

部介助が必要」の割合が、発達障害で「全部介助が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  49.9  20.7  27.2  2.2  

身体障害 399  43.6  20.1  32.8  3.5  

知的障害 261  25.3  26.8  47.5  0.4  

精神障害 189  55.6  26.5  15.9  2.1  

難病認定 279  54.1  16.5  28.0  1.4  

発達障害 213  30.5  27.2  41.3  0.9  

高次能機能障害 27  22.2  29.6  48.1  － 

 

  

回答者数 = 960 ％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

49.9

20.7

27.2

2.2

0 20 40 60 80 100
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⑩外出 

「ひとりでできる」の割合が 54.1％と最も高く、次いで「全部介助が必要」の割合が 23.0％、

「一部介助が必要」の割合が 20.2％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「全部介助が必要」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、知的障害で「全部介助が必要」の割合が、高次能機能障害で「全

部介助が必要」の割合が、精神障害で「ひとりでできる」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  54.1  20.2  23.0  2.7  

身体障害 399  46.9  20.1  29.8  3.3  

知的障害 261  31.8  25.7  41.4  1.1  

精神障害 189  63.5  23.3  10.1  3.2  

難病認定 279  57.3  15.1  25.8  1.8  

発達障害 213  39.9  27.7  31.5  0.9  

高次能機能障害 27  37.0  22.2  40.7  － 

 

  

％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

54.1

20.2

23.0

2.7

57.8

22.7

16.6

2.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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⑪家族以外の人に、自分の考えを伝える 

「ひとりでできる」の割合が 61.8％と最も高く、次いで「一部介助が必要」の割合が 24.0％、

「全部介助が必要」の割合が 10.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、高次能機能障害で「一部介助が必要」の割合が、発達障害で「一

部介助が必要」の割合が、知的障害で「一部介助が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  61.8  24.0  10.9  3.3  

身体障害 399  66.9  16.3  12.8  4.0  

知的障害 261  26.8  46.4  25.7  1.1  

精神障害 189  59.3  29.1  7.4  4.2  

難病認定 279  73.5  15.4  8.6  2.5  

発達障害 213  32.9  47.9  17.4  1.9  

高次能機能障害 27  37.0  48.1  14.8  － 

 

  

％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

61.8

24.0

10.9

3.3

64.6

21.3

10.3

3.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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⑫お金の管理 

「ひとりでできる」の割合が 53.9％と最も高く、次いで「全部介助が必要」の割合が 26.5％、

「一部介助が必要」の割合が 17.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、知的障害で「全部介助が必要」の割合が、発達障害で「全部介

助が必要」の割合が、高次能機能障害で「全部介助が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  53.9  17.5  26.5  2.2  

身体障害 399  55.6  12.8  28.8  2.8  

知的障害 261  16.1  24.1  59.0  0.8  

精神障害 189  55.6  26.5  14.8  3.2  

難病認定 279  67.4  11.1  20.8  0.7  

発達障害 213  22.5  26.8  49.3  1.4  

高次能機能障害 27  33.3  22.2  44.4  － 

 

  

％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

53.9

17.5

26.5

2.2

57.6

16.0

23.5

2.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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⑬薬の管理 

「ひとりでできる」の割合が 58.8％と最も高く、次いで「全部介助が必要」の割合が 24.4％、

「一部介助が必要」の割合が 14.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害種別】 

障害種別にみると、他に比べ、知的障害で「全部介助が必要」の割合が、発達障害で「全部介

助が必要」の割合が、高次能機能障害で「全部介助が必要」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ひ
と
り
で
で
き
る 

一
部
介
助
が
必
要 

全
部
介
助
が
必
要 

無
回
答 

全  体 960  58.8  14.8  24.4  2.1  

身体障害 399  59.4  13.0  25.1  2.5  

知的障害 261  21.5  23.4  54.4  0.8  

精神障害 189  67.2  15.3  14.3  3.2  

難病認定 279  71.3  7.2  20.8  0.7  

発達障害 213  30.0  23.0  46.0  0.9  

高次能機能障害 27  37.0  22.2  40.7  － 

 

  

％

ひとりでできる

一部介助が必要

全部介助が必要

無回答

58.8

14.8

24.4

2.1

63.3

13.6

20.8

2.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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【問６で「一部介助が必要」または「全部介助が必要」を１つ以上答えた方】 

問７ あなたを介助してくれる方は主にどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

「家族」の割合が 88.1％と最も高く、次いで「ホームヘルパー・施設職員」の割合が 19.4％と

なっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「家族」の割合が増加しています。一方、「ホームヘルパー・施

設職員」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたを介助してくれる家族で、特に中心となっている方はどなたですか。ま

た、その方の年齢、健康状態をお答えください。 

①介助の中心となる家族 

「母」の割合が 54.5％と最も高く、次いで「妻」の割合が 14.8％、「夫」の割合が 11.9％とな

っています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「母」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

家族

ホームヘルパー・施設職員

その他

頼める人がいない

無回答

88.1

19.4

4.0

0.7

1.7

78.8

27.9

6.9

1.2

3.5

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）

％

父

母

祖父

祖母

兄

弟

姉

妹

夫

妻

子ども

孫

その他

無回答

3.5

54.5

0.0

0.4

0.0

0.6

0.8

0.4

11.9

14.8

9.8

0.2

0.6

2.5

5.9

48.9

0.0

0.4

0.3

0.3

1.4

0.7

14.5

13.8

10.9

－

2.6

0.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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②介助の中心となる家族の年齢（令和５年３月１日現在） 

「40～49 歳」の割合が 25.2％と最も高く、次いで「50～59 歳」の割合が 20.9％、「70～79 歳」

の割合が 18.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「60～69 歳」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③介助の中心となる家族の健康状態（○は１つだけ） 

「ふつう」の割合が 56.4％と最も高く、次いで「よい」の割合が 29.7％、「よくない」の割合

が 12.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「よい」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

0.2

0.8

6.1

25.2

20.9

14.8

18.9

10.7

2.3

0.1

0.7

6.9

21.6

18.2

25.7

18.5

6.5

1.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 512）

平成28年度調査

（回答者数 = 696）

％

よい

ふつう

よくない

無回答

29.7

56.4

12.5

1.4

22.8

60.2

16.2

0.7

0 20 40 60 80 100
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（２）障害の状況について 

問９ あなたは身体障害者手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

「持っていない」の割合が 52.4％と最も高く、次いで「１級」の割合が 15.1％となっていま

す。 

平成 28 年度調査と比較すると、「持っていない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「持っていない」の割合が、18～64 歳で「持っていな

い」の割合が、65 歳以上で「１級」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
級 

２
級 

３
級 

４
級 

５
級 

６
級 

持
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  15.1  8.8  6.4  6.8  1.9  2.7  52.4  6.0  

18 歳未満 174  15.5  3.4  3.4  1.1  0.6  0.6  73.0  2.3  

18～64 歳 393  7.6  9.9  2.0  3.3  0.8  1.8  66.7  7.9  

65 歳以上 380  22.1  10.3  12.1  12.9  3.7  4.7  28.7  5.5  

 

  

％

１級

２級

３級

４級

５級

６級

持っていない

無回答

15.1

8.8

6.4

6.8

1.9

2.7

52.4

6.0

15.8

9.8

7.3

8.3

2.5

2.6

47.2

6.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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【問９で「１級」～「６級」を答えた方】 

問 10 身体障害者手帳の主たる障害をお答えください。（○は１つだけ） 

「肢体不自由（上肢・下肢・体幹など）」の割合が 47.6％と最も高く、次いで「内部障害（心

臓、腎臓、呼吸器など）」の割合が 30.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「内部障害（心臓、腎臓、呼吸器など）」の割合が増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなたは療育手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

「持っていない」の割合が 61.0％と最も高く、次いで「Ｂ２」の割合が 12.7％となっていま

す。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「Ｂ２」の割合が、65歳以上で「持っていない」の割

合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

Ａ
１ 

Ａ
２ 

Ｂ
１ 

Ｂ
２ 

持
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  5.0  3.8  5.7  12.7  61.0  11.8  

18 歳未満 174  13.2  9.8  17.2  40.2  18.4  1.1  

18～64 歳 393  5.1  4.6  5.9  12.0  60.6  12.0  

65 歳以上 380  1.3  0.3  0.5  1.1  81.6  15.3    

％

視覚障害

聴覚障害・平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害

肢体不自由（上肢・下肢・体幹など）

内部障害（心臓、腎臓、呼吸器など）

無回答

5.8

6.5

0.8

47.6

30.8

8.5

5.2

8.7

1.9

50.5

24.9

8.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）

％

Ａ１

Ａ２

Ｂ１

Ｂ２

持っていない

無回答

5.0

3.8

5.7

12.7

61.0

11.8

5.4

4.0

6.0

8.7

61.8

14.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 12 あなたは精神障害者保健福祉手帳をお持ちですか。（○は１つだけ） 

「持っていない」の割合が 69.6％と最も高く、次いで「２級」の割合が 12.5％となっていま

す。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「持っていない」の割合が、18～64 歳で「２級」の割

合が、65歳以上で「持っていない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
級 

２
級 

３
級 

持
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.7  12.5  5.5  69.6  10.7  

18 歳未満 174  － 5.2  2.3  90.2  2.3  

18～64 歳 393  1.8  22.9  10.4  53.4  11.5  

65 歳以上 380  2.1  4.5  1.8  77.9  13.7  

 

  

％

１級

２級

３級

持っていない

無回答

1.7

12.5

5.5

69.6

10.7

2.5

10.5

4.9

69.9

12.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 13 あなたは難病と診断を受けたことがありますか。（○は１つだけ） 

「ある」の割合が 29.1％、「ない」の割合が 63.6％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「ない」の割合が、65歳以上で「ある」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全  体 960  29.1  63.6  7.3  

18 歳未満 174  14.4  85.1  0.6  

18～64 歳 393  29.0  62.6  8.4  

65 歳以上 380  36.1  54.5  9.5  

 

  

％

ある

ない

無回答

29.1

63.6

7.3

31.7

60.2

8.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 14 あなたは発達障害（自閉スペクトラム症／注意欠如・多動性障害／学習障害な

ど）と診断されたことはありますか。（○は１つだけ） 

「ある」の割合が 22.2％、「ない」の割合が 70.6％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「ある」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「ある」の割合が、65歳以上で「ない」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全  体 960  22.2  70.6  7.2  

18 歳未満 174  67.2  32.8  － 

18～64 歳 393  22.1  70.2  7.6  

65 歳以上 380  0.8  89.2  10.0  

 

  

％

ある

ない

無回答

22.2

70.6

7.2

16.4

75.1

8.5

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 15 あなたは高次脳機能障害と診断されたことはありますか。（○は１つだけ） 

「ある」の割合が 2.8％、「ない」の割合が 89.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「ない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

全  体 960  2.8  89.4  7.8  

18 歳未満 174  1.7  97.7  0.6  

18～64 歳 393  4.1  87.3  8.7  

65 歳以上 380  2.1  87.6  10.3  

 

 

 

  

％

ある

ない

無回答

2.8

89.4

7.8

3.9

87.1

9.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 16 あなたは現在、医療的ケアを受けていますか。（○は１つだけ） 

「受けている」の割合が 21.3％、「受けていない」の割合が 73.0％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「受けていない」の割合が増加しています。一方、「受けてい

る」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16 で「受けている」を答えた方】 

問 17 あなたが現在受けている医療的ケアをお答えください。（あてはまるものすべて

に○） 

「透析」の割合が 10.8％と最も高く、次いで「吸引」の割合が 10.3％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「カテーテル留置」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

受けている

受けていない

無回答

21.3

73.0

5.7

27.1

46.1

26.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）

％

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

透析

カテーテル留置

ストーマ（人工肛門・人工膀胱）

在宅酸素

インシュリン注射

その他

無回答

6.4

5.9

6.4

10.3

8.3

0.5

1.0

10.8

2.9

5.9

7.4

8.8

48.0

7.8

3.5

3.0

5.2

7.3

4.5

3.7

0.9

8.4

8.4

7.6

4.5

10.6

58.5

－

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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（３）住まいや暮らしについて 

問 18 あなたは現在どのように暮らしていますか。（○は１つだけ） 

「家族と暮らしている」の割合が 81.7％と最も高く、次いで「一人で暮らしている」の割合が

11.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 18 で「福祉施設で暮らしている」または「病院に入院している」を答えた方】 

問 19 あなたは将来、どのように生活したいと思いますか。（○は１つだけ） 

「今のまま生活したい」の割合が 51.7％と最も高く、次いで「家族と一緒に生活したい」の割

合が 31.0％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「家族と一緒に生活したい」の割合が増加しています。一方、

「今のまま生活したい」「一般の住宅で一人暮らしをしたい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

今
の
ま
ま
生
活
し
た

い グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
を
利
用
し
た
い 

家
族
と
一
緒
に
生
活

し
た
い 

一
般
の
住
宅
で
一
人

暮
ら
し
を
し
た
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 29  51.7  6.9  31.0  3.4  6.9  － 

18 歳未満 1  － － － － 100.0  － 

18～64 歳 2  100.0  － － － － － 

65 歳以上 26  50.0  7.7  34.6  3.8  3.8  － 

％

一人で暮らしている

家族と暮らしている

グループホームで暮らしている

福祉施設で暮らしている

病院に入院している

その他

無回答

11.8

81.7

1.1

2.5

0.5

0.7

1.7

10.6

78.7

2.5

4.4

2.3

0.5

1.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）

％

今のまま生活したい

グループホームなどを利用したい

家族と一緒に生活したい

一般の住宅で一人暮らしをしたい

その他

無回答

51.7

6.9

31.0

3.4

6.9

0.0

58.8

7.9

14.9

8.8

7.0

2.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 29）

平成28年度調査

（回答者数 = 117）
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問 20 あなたは草津市で生活するためには、どのような支援があればよいと思います

か。（あてはまるものすべてに○） 

「必要な福祉サービスが適切に利用できること」の割合が 64.2％と最も高く、次いで「生活に

必要なお金の負担が軽減されること」の割合が 63.1％、「緊急時に助けてくれる人がいること」

の割合が 54.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「障害者にとって住みやすい家が準備されていること」「必要

な福祉サービスが適切に利用できること」「生活に必要なお金の負担が軽減されること」「相談で

きる場所や人等が充実していること」「緊急時に助けてくれる人がいること」の割合が増加して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自宅で医療的ケアなどが適切に受けられること

障害者にとって住みやすい家が準備されていること

必要な福祉サービスが適切に利用できること

生活するための訓練等が充実していること

仕事に就くための訓練等が充実していること

生活に必要なお金の負担が軽減されること

身の回りの世話をしてくれる人がいること

相談できる場所や人等が充実していること

緊急時に助けてくれる人がいること

地域の人達に障害や病気に対する理解があること

地域とつながるためのキーパーソンの存在があるこ
と

障害者同士や趣味が同じ人が集まる団体、クラブや
サークルがあること

障害者を支援することを目的としたボランティア団
体があること

その他

無回答

30.8

33.4

64.2

26.3

27.6

63.1

34.4

50.7

54.4

39.3

18.5

22.7

24.4

4.8

7.2

28.7

27.4

58.8

22.2

22.8

56.9

－

43.8

48.9

40.3

－

22.7

22.4

3.9

8.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「仕事に就くための訓練等が充実していること」「生

活するための訓練等が充実していること」「地域の人達に障害や病気に対する理解があること」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

自
宅
で
医
療
的
ケ
ア
な
ど
が
適
切
に
受
け
ら
れ
る
こ
と 

障
害
者
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
家
が
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と 

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
利
用
で
き
る
こ
と 

生
活
す
る
た
め
の
訓
練
等
が
充
実
し
て
い
る
こ
と 

仕
事
に
就
く
た
め
の
訓
練
等
が
充
実
し
て
い
る
こ
と 

生
活
に
必
要
な
お
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と 

身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と 

相
談
で
き
る
場
所
や
人
等
が
充
実
し
て
い
る
こ
と 

緊
急
時
に
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と 

地
域
の
人
達
に
障
害
や
病
気
に
対
す
る
理
解
が
あ
る
こ
と 

地
域
と
つ
な
が
る
た
め
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
存
在
が
あ
る
こ
と 

障
害
者
同
士
や
趣
味
が
同
じ
人
が
集
ま
る
団
体
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ー

ク
ル
が
あ
る
こ
と 

障
害
者
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

あ
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 960  30.8  33.4  64.2  26.3  27.6  63.1  34.4  50.7  54.4  39.3  18.5  22.7  24.4  4.8  7.2  

18 歳未満 174  18.4  50.6  77.6  56.9  69.0  78.7  47.7  71.8  68.4  62.1  29.3  37.9  35.6  6.9  2.9  

18～64 歳 393  24.9  34.9  64.1  18.8  29.3  67.4  28.8  52.9  52.2  39.9  17.3  24.2  25.7  4.8  5.3  

65 歳以上 380  42.6  23.7  58.4  20.0  6.6  51.3  33.7  39.2  50.5  27.9  15.0  14.2  17.6  3.9  10.8  
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問 21 あなたは現在の生活で困っていることや不安に思っていることはありますか。

（あてはまるものすべてに○） 

「自分の健康や体力に自信がない・不安がある」の割合が 33.5％と最も高く、次いで「将来的

に生活する住まい、または施設があるかどうか不安である」の割合が 31.0％、「特に困っている

ことはない」の割合が 29.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 あなたは上記の設問のように困ったときの相談先はありますか。（○は１つだ

け） 

「ある」の割合が 49.0％、「ない」の割合が 37.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

特に困っていることはない

緊急時に相談できる窓口がない

緊急時に受け入れてくれる短期入所等の施
設がない

身の回りの支援をしてくれる人がいない

一緒に暮らす人がいない

働くところがない

生活に必要なお金が足りない

趣味や生きがいが見つけられない

生活をするうえで必要な情報が得られない

自分の健康や体力に自信がない・不安があ
る

家族など介助者の健康状態に不安がある

一緒に暮らしている家族との関係が気にな
る

地域の中に親しい人がいない

気軽に行ける病院がない

将来的に生活する住まい、または施設があ
るかどうか不安である

その他

無回答

29.6

11.3

13.3

7.1

2.9

6.3

16.8

9.2

7.8

33.5

21.1

6.5

15.1

6.3

31.0

4.4

6.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 960 ％

ある

ない

無回答

49.0

37.6

13.4

0 20 40 60 80 100
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（４）日中活動や就労について 

問 23 あなたは、１週間にどの程度外出しますか。（○は１つだけ） 

「ほぼ毎日外出する」の割合が 49.0％と最も高く、次いで「１週間に数回外出する」の割合が

35.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 23 で「ほぼ毎日外出する」「１週間に数回外出する」「めったに外出しない」を答え

た方】 

問 24 あなたは誰と一緒に外出することが多いですか。（○は１つだけ） 

「一人で外出する」の割合が 37.7％と最も高く、次いで「父母・祖父母・きょうだい」の割合

が 22.8％、「配偶者（夫または妻）」の割合が 18.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「父母・祖父母・きょうだい」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

ほぼ毎日外出する

１週間に数回外出する

めったに外出しない

まったく外出しない

無回答

49.0

35.5

9.8

3.0

2.7

48.0

32.6

12.7

3.9

2.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）

％

父母・祖父母・きょうだい

配偶者（夫または妻）

子ども

ヘルパーや施設の職員

その他

一人で外出する

無回答

22.8

18.8

6.3

6.7

1.9

37.7

5.9

17.6

16.8

5.3

10.2

2.3

39.2

8.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 905）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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【問 23 で「ほぼ毎日外出する」「１週間に数回外出する」「めったに外出しない」を答え

た方】 

問 25 あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（あてはまるものすべ

てに○） 

「買い物に行く」の割合が 62.8％と最も高く、次いで「病院に行く」の割合が 59.6％、「通勤・

通学・（幼稚園、保育所等に）通園・通所」の割合が 47.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「通勤・通学・（幼稚園、保育所等に）通園・通所」「趣味やス

ポーツをする」「散歩に行く」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 外出するときに困ることや、外出しようと思ったときにとりやめたりすることは

ありますか。（○は１つだけ） 

「ある」の割合が 44.0％、「ない」の割合が 51.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

通勤・通学・（幼稚園、保育所等に）通
園・通所

訓練やリハビリに行く

病院に行く

買い物に行く

友人・知人に会う

趣味やスポーツをする

グループ活動に参加する

散歩に行く

地域のイベントに参加する

その他

無回答

47.8

15.2

59.6

62.8

15.4

17.7

6.4

29.8

4.2

5.9

0.8

40.6

12.5

55.7

64.9

18.6

12.6

8.1

23.7

7.4

7.8

3.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 905）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）

％

ある

ない

無回答

44.0

51.9

4.2

45.9

47.4

6.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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【問 26 で「ある」を答えた方】 

問 27 それはどのようなときですか。（○は１つだけ） 

「家族やヘルパー、ボランティアなどの介助者が確保できない」の割合が 9.0％と最も高くな

っています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「バスや電車などの公共交通機関が少ない、またはない」「電

車やバスの乗り降りが難しい」「道路（歩道）や駅に階段や段差が多い」「切符の買い方や乗り換

えの方法がわかりにくい」「外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、エレベーターなど）」「家

族やヘルパー、ボランティアなどの介助者が確保できない」「外出にお金がかかる（交通費やヘル

パーの利用料金など）」「周囲の目が気になる」「発作など突然の体調不良が心配である」「困った

時にどうすればいいのか心配である」「休憩できる場所が少ない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

バスや電車などの公共交通機関が少ない、
またはない

電車やバスの乗り降りが難しい

道路（歩道）や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗り換えの方法がわかりに
くい

外出先の建物の設備が不便（通路、トイ
レ、エレベーターなど）

家族やヘルパー、ボランティアなどの介助
者が確保できない

外出にお金がかかる（交通費やヘルパーの
利用料金など）

周囲の目が気になる

発作など突然の体調不良が心配である

困った時にどうすればいいのか心配である

休憩できる場所が少ない

その他

無回答

8.5

4.0

3.8

0.2

3.3

9.0

5.2

2.6

8.8

4.3

1.4

9.0

39.8

24.7

22.4

26.3

12.1

22.8

18.1

19.9

17.9

25.8

29.2

24.2

15.4

0.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 422）

平成28年度調査

（回答者数 = 784）
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問 28 あなたは、平日の日中をどのように過ごしていますか。（主なもの３つまでに

〇） 

「自宅で過ごしている」の割合が 44.9％と最も高く、次いで「会社勤めや、自営業、家業など

で収入を得て仕事をしている」の割合が 23.8％、「専業主婦（主夫）をしている」の割合が 13.6％

となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「リハビリテーションを受けている」「自宅で過ごしている」

「一般の高校、小中学校に通っている」「障害児の通所施設に通っている」の割合が増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している障害児の通所サービスに○をしてください。 

「放課後等デイサービス」の割合が 83.3％と最も高くなっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「放課後等デイサービス」の割合が増加しています。一方、「児

童発達支援」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

  
令和４年度調査

（回答者数 = 72）

平成28年度調査

（回答者数 = 22）

％

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

無回答

8.3

4.2

83.3

5.6

31.8

4.5

18.2

31.8

0 20 40 60 80 100

％

会社勤めや、自営業、家業などで収入を得
て仕事をしている

ボランティアなど、収入を得ない仕事をし
ている

専業主婦（主夫）をしている

福祉施設、作業所等に通っている

病院などのデイケアに通っている

リハビリテーションを受けている

自宅で過ごしている

入所している施設や病院等で過ごしている

大学、専門学校、職業訓練校などに通って
いる

特別支援学校（小中高等部）に通っている

一般の高校、小中学校に通っている

幼稚園、保育所、認定こども園などに通っ
ている

障害児の通所施設に通っている

その他

無回答

23.8

2.2

13.6

10.6

6.3

7.0

44.9

3.9

1.3

7.4

8.3

2.1

7.5

5.2

4.7

22.7

1.3

10.2

10.4

3.3

1.9

27.3

5.8

0.5

5.0

2.9

1.2

0.9

2.8

3.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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【問 28 で「会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をしている」を答えた方】 

問 29 どのような勤務形態で働いていますか。（○は１つだけ） 

「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」の割合が 47.4％と最も高く、次いで「正職

員で他の職員と勤務条件等に違いはない」の割合が 29.4％なっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない」の割合が減少

し、「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30 あなたは働く意欲はありますか。（○は１つだけ） 

「ある」の割合が 41.4％、「ない」の割合が 35.7％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「ある」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

【問 30 で「ある」を答えた方】 

問 31 あなたは現在、仕事（就労移行支援、就労継続支援Ａ型・Ｂ型を含む）をしてい

ますか。（○は１つだけ） 

「している」の割合が 52.4％、「していない」の割合が 45.6％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

  

令和４年度調査

（回答者数 = 228）

平成28年度調査

（回答者数 = 387）

％

正職員で他の職員と勤務条件等に違いはな
い

正職員で短時間勤務など障害への配慮があ
る

パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣
職員

自営業、農林水産業など

その他

無回答

29.4

6.1

47.4

7.9

9.2

0.0

40.3

5.7

38.2

8.0

6.5

1.3

0 20 40 60 80 100

％

ある

ない

無回答

41.4

35.7

22.9

48.3

39.0

12.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）

％

している

していない

無回答

52.4

45.6

2.0

52.0

45.2

2.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 397）

平成28年度調査

（回答者数 = 825）
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問 32 収入を得る仕事に就くために、職業訓練（職業訓練校、トライアル雇用など、ハ

ローワークを通じた訓練）などを受けたいと思いますか。（○は１つだけ） 

「職業訓練を受ける必要はない」の割合が 32.3％と最も高く、次いで「職業訓練を受けたい」

の割合が 13.1％、「職業訓練を受けたくない」の割合が 10.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 33 障害者が農業分野での活躍を通じ、自信や生きがいを持って社会参画を実現して

いく取り組みが進んでいますが、あなたは農業に興味がありますか。（○は１つだ

け） 

「ない」の割合が 44.9％と最も高く、次いで「少しある」の割合が 22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

すでに職業訓練を受けている

職業訓練を受けたい

職業訓練を受けたくない

職業訓練を受ける必要はない

無回答

4.4

13.1

10.2

32.3

40.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 960 ％

ある

少しある

ない

無回答

8.3

22.0

44.9

24.8

0 20 40 60 80 100
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問 34 あなたは、障害者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。

（あてはまるものすべてに○） 

「職場の上司や同僚に障害の理解があること」の割合が 46.3％と最も高く、次いで「短時間勤

務や勤務日数、時間差出勤等の配慮」の割合が 36.0％、「通勤手段の確保」の割合が 34.0％とな

っています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリー等の配慮

短時間勤務や勤務日数、時間差出勤等の配
慮

在宅勤務の拡充

職場の上司や同僚に障害の理解があること

職場で介助や援助等が受けられること

就労後のフォローなど職場と支援機関の連
携

企業ニーズに合った就労訓練

仕事についての職場外での相談対応、支援

その他

無回答

34.0

22.9

36.0

21.3

46.3

25.2

27.3

15.9

27.4

2.6

36.0

32.3

21.0

34.0

18.9

49.2

24.2

27.3

18.6

25.1

4.4

31.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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【問 28 で「特別支援学校（小中高等部）に通っている」「一般の高校、小中学校に通っ

ている」「幼稚園、保育所、認定こども園などに通っている」を答えた方】 

問 35 通園や通学している上で、どのようなことが問題点として感じていますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

「わからない・特にない」の割合が29.8％と最も高く、次いで「通うのが大変」の割合が25.1％、

「学校の数が少ない」の割合が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 171 ％

通うのが大変

授業についていけない

トイレなどの設備が不十分

介助体制が十分ではない

友達ができない

教職員の理解や配慮が足りない

学校の数が少ない

周りの生徒たちの理解が得られない

受け入れてくれる学校がない

通常学級に入れない

家族の同伴を求められる

医療的なケア（吸入・導尿など）が受けら
れない

その他

わからない・特にない

無回答

25.1

19.9

12.3

9.4

15.2

14.0

21.1

12.3

4.1

10.5

2.3

1.2

12.3

29.8

1.8

0 20 40 60 80 100
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問 36 あなたが学校教育に望むことはなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

「能力や発達、障害の状況に合った指導をしてほしい」の割合が 44.5％と最も高く、次いで「就

学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実してほしい」の割合が 39.8％、「施設、

設備を充実してほしい」の割合が 27.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37 病院に関係することで、あなたが困っていることはありますか。（○は１つだ

け） 

「ある」の割合が 36.6％、「特にない」の割合が 58.3％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

就学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体
制を充実してほしい

能力や発達、障害の状況に合った指導をしてほしい

施設、設備を充実してほしい

教材、教具を充実してほしい

個別指導を充実してほしい

小・中学校（通常学級）で受け入れてほしい

小・中学校（通常学級）との交流の機会を増やして
ほしい

その他

わからない・特にない

無回答

39.8

44.5

27.9

15.7

23.0

6.8

11.4

4.2

23.3

18.0

0 20 40 60 80 100

％

ある

特にない

無回答

36.6

58.3

5.1

34.4

56.3

9.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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【問 37 で「ある」を答えた方】 

問 38 それはどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

「医療費の負担が大きい」の割合が 28.2％と最も高く、次いで「専門的な治療を行う病院が身

近にない」の割合が 25.4％、「交通費の負担が大きい」の割合が 24.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「障害が理由で治療を受けにくい診療科がある」「医療費の負

担が大きい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）障害福祉サービス等利用について 

問 39 あなたは障害支援区分の認定を受けていますか。（○は１つだけ） 

「受けていない」の割合が 72.2％と最も高くなっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

通院するときに手助けしてくれる人がいない

専門的な治療を行う病院が身近にない

専門的なリハビリができる施設が身近にない

ちょっとした病気やけがのときに受け入れてくれる
病院が身近にない

障害が理由で治療を受けにくい診療科がある

気軽に診てくれる医師がいない

交通費の負担が大きい

医療費の負担が大きい

その他

無回答

15.4

25.4

17.9

14.0

15.4

16.0

24.8

28.2

18.5

1.4

17.3

26.5

15.6

14.6

22.1

15.5

23.0

33.7

18.9

0.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 351）

平成28年度調査

（回答者数 = 588）

％

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

受けていない

無回答

1.7

2.7

2.0

1.5

1.0

2.2

72.2

16.8

1.8

3.5

3.2

1.4

1.3

1.9

70.0

16.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 40 あなたは介護保険制度の要介護認定を受けていますか。（○は１つだけ） 

「受けていない」の割合が 75.9％と最も高くなっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、65 歳で「受けていない」の割合が 53.9％となっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

要
支
援
１ 

要
支
援
２ 

要
介
護
１ 

要
介
護
２ 

要
介
護
３ 

要
介
護
４ 

要
介
護
５ 

受
け
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  2.2  2.0  3.6  2.7  2.7  2.7  1.5  75.9  6.7  

18 歳未満 174  － － 0.6  － － － － 92.5  6.9  

18～64 歳 393  0.5  0.5  0.3  0.5  － 0.3  0.8  90.3  6.9  

65 歳以上 380  5.0  4.2  8.2  6.3  6.8  6.3  2.9  53.9  6.3  

 

  

％

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

受けていない

無回答

2.2

2.0

3.6

2.7

2.7

2.7

1.5

75.9

6.7

2.6

3.1

4.1

2.6

2.3

1.5

2.3

71.3

10.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 41 あなたは、次のサービスを利用していますか。また、今後利用したいと考えてい

ますか。 

①居宅介護（ホームヘルプ） 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 6.9％、「利用していない」の割合が 78.2％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  6.9  78.2  14.9  

18 歳未満 174  6.9  84.5  8.6  

18～64 歳 393  5.3  84.0  10.7  

65 歳以上 380  7.9  70.3  21.8  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

6.9

78.2

14.9

6.8

78.3

14.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 24.0％、「利用しない」の割合が 55.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が、65 歳以上で「利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  24.0  55.5  20.5  

18 歳未満 174  16.1  73.6  10.3  

18～64 歳 393  19.6  65.4  15.0  

65 歳以上 380  32.4  36.8  30.8  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

24.0

55.5

20.5

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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②重度訪問介護 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 1.7％、「利用していない」の割合が 80.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.7  80.8  17.5  

18 歳未満 174  2.3  88.5  9.2  

18～64 歳 393  1.8  86.3  12.0  

65 歳以上 380  1.3  72.6  26.1  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

1.7

80.8

17.5

2.1

81.0

16.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 19.2％、「利用しない」の割合が 59.3％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が、65 歳以上で「利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  19.2  59.3  21.6  

18 歳未満 174  12.1  77.6  10.3  

18～64 歳 393  14.5  69.2  16.3  

65 歳以上 380  27.9  40.5  31.6  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

19.2

59.3

21.6

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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③行動援護 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 2.8％、「利用していない」の割合が 83.0％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  2.8  83.0  14.2  

18 歳未満 174  1.1  91.4  7.5  

18～64 歳 393  4.3  87.8  7.9  

65 歳以上 380  1.8  75.0  23.2  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

2.8

83.0

14.2

4.6

79.0

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 21.5％、「利用しない」の割合が 58.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「利用しない」の割合が、18 歳未満で「利用したい」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  21.5  58.9  19.7  

18 歳未満 174  34.5  56.9  8.6  

18～64 歳 393  15.8  72.0  12.2  

65 歳以上 380  21.1  47.1  31.8  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

21.5

58.9

19.7

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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④同行援護 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 0.4％、「利用していない」の割合が 84.3％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.4  84.3  15.3  

18 歳未満 174  － 91.4  8.6  

18～64 歳 393  0.3  91.1  8.7  

65 歳以上 380  0.8  74.5  24.7  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

0.4

84.3

15.3

1.5

83.0

15.5

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 10.1％、「利用しない」の割合が 69.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が、65 歳以上で「利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  10.1  69.4  20.5  

18 歳未満 174  2.9  89.1  8.0  

18～64 歳 393  7.6  78.4  14.0  

65 歳以上 380  16.1  51.3  32.6  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

10.1

69.4

20.5

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



56 

⑤生活介護 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 6.7％、「利用していない」の割合が 79.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  6.7  79.8  13.5  

18 歳未満 174  － 91.4  8.6  

18～64 歳 393  6.4  85.8  7.9  

65 歳以上 380  10.3  68.7  21.1  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

6.7

79.8

13.5

9.0

76.2

14.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



57 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 22.3％、「利用しない」の割合が 58.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が、65 歳以上で「利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  22.3  58.5  19.2  

18 歳未満 174  13.8  78.2  8.0  

18～64 歳 393  17.8  69.2  13.0  

65 歳以上 380  31.1  38.7  30.3  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

22.3

58.5

19.2

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



58 

⑥機能訓練 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 4.6％、「利用していない」の割合が 81.0％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「利用していない」の割合が、18歳未満で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  4.6  81.0  14.4  

18 歳未満 174  2.3  87.9  9.8  

18～64 歳 393  1.5  89.8  8.7  

65 歳以上 380  8.9  69.2  21.8  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

4.6

81.0

14.4

5.4

79.3

15.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



59 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 23.5％、「利用しない」の割合が 57.0％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「利用しない」の割合が、18 歳未満で「利用したい」

の割合が、65 歳以上で「利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  23.5  57.0  19.5  

18 歳未満 174  32.2  60.3  7.5  

18～64 歳 393  14.5  72.0  13.5  

65 歳以上 380  28.7  40.5  30.8  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

23.5

57.0

19.5

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



60 

⑦生活訓練 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 3.1％、「利用していない」の割合が 82.3％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  3.1  82.3  14.6  

18 歳未満 174  0.6  90.2  9.2  

18～64 歳 393  2.3  88.5  9.2  

65 歳以上 380  5.3  72.6  22.1  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

3.1

82.3

14.6

4.7

80.2

15.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



61 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 26.4％、「利用しない」の割合が 53.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  26.4  53.5  20.1  

18 歳未満 174  50.6  40.8  8.6  

18～64 歳 393  17.3  69.0  13.7  

65 歳以上 380  23.9  44.5  31.6  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

26.4

53.5

20.1

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



62 

⑧就労移行支援 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 2.6％、「利用していない」の割合が 82.0％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  2.6  82.0  15.4  

18 歳未満 174  － 91.4  8.6  

18～64 歳 393  5.1  86.3  8.7  

65 歳以上 380  0.8  74.2  25.0  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

2.6

82.0

15.4

3.4

80.7

15.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



63 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 21.8％、「利用しない」の割合が 58.1％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  21.8  58.1  20.1  

18 歳未満 174  56.9  36.2  6.9  

18～64 歳 393  22.1  64.9  13.0  

65 歳以上 380  4.5  62.4  33.2  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

21.8

58.1

20.1

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



64 

⑨就労継続支援Ａ型 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 1.3％、「利用していない」の割合が 82.6％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.3  82.6  16.1  

18 歳未満 174  0.6  90.2  9.2  

18～64 歳 393  2.5  87.5  9.9  

65 歳以上 380  － 74.7  25.3  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

1.3

82.6

16.1

1.4

82.2

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



65 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 19.2％、「利用しない」の割合が 60.1％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  19.2  60.1  20.7  

18 歳未満 174  50.0  40.2  9.8  

18～64 歳 393  18.3  68.2  13.5  

65 歳以上 380  4.5  62.6  32.9  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

19.2

60.1

20.7

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



66 

⑩就労継続支援Ｂ型 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 5.9％、「利用していない」の割合が 78.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  5.9  78.4  15.6  

18 歳未満 174  － 90.8  9.2  

18～64 歳 393  13.5  77.9  8.7  

65 歳以上 380  0.3  74.5  25.3  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

5.9

78.4

15.6

5.8

77.4

16.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



67 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 20.7％、「利用しない」の割合が 58.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  20.7  58.4  20.8  

18 歳未満 174  50.0  40.8  9.2  

18～64 歳 393  21.4  64.9  13.7  

65 歳以上 380  5.5  61.3  33.2  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

20.7

58.4

20.8

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



68 

⑪療養介護 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 0.7％、「利用していない」の割合が 84.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.7  84.5  14.8  

18 歳未満 174  1.1  92.0  6.9  

18～64 歳 393  － 91.1  8.9  

65 歳以上 380  1.3  74.7  23.9  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

0.7

84.5

14.8

2.5

81.1

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



69 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 16.7％、「利用しない」の割合が 63.1％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が、65 歳以上で「利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  16.7  63.1  20.2  

18 歳未満 174  6.9  84.5  8.6  

18～64 歳 393  11.5  74.3  14.2  

65 歳以上 380  26.6  42.1  31.3  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

16.7

63.1

20.2

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



70 

⑫短期入所（ショートステイ） 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 4.6％、「利用していない」の割合が 80.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  4.6  80.9  14.5  

18 歳未満 174  5.2  87.4  7.5  

18～64 歳 393  4.1  87.3  8.7  

65 歳以上 380  5.0  71.8  23.2  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

4.6

80.9

14.5

7.2

77.2

15.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



71 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 29.6％、「利用しない」の割合が 51.7％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  29.6  51.7  18.8  

18 歳未満 174  45.4  47.1  7.5  

18～64 歳 393  22.4  64.9  12.7  

65 歳以上 380  30.3  40.0  29.7  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

29.6

51.7

18.8

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



72 

⑬共同生活援助（グループホーム） 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 1.6％、「利用していない」の割合が 83.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.6  83.9  14.6  

18 歳未満 174  － 92.0  8.0  

18～64 歳 393  2.8  88.8  8.4  

65 歳以上 380  1.1  75.5  23.4  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

1.6

83.9

14.6

3.0

80.4

16.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



73 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 24.6％、「利用しない」の割合が 56.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  24.6  56.4  19.1  

18 歳未満 174  44.8  46.6  8.6  

18～64 歳 393  23.9  64.9  11.2  

65 歳以上 380  16.1  52.4  31.6  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

24.6

56.4

19.1

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



74 

⑭施設入所支援 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 1.8％、「利用していない」の割合が 84.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.8  84.4  13.9  

18 歳未満 174  － 93.1  6.9  

18～64 歳 393  0.8  90.6  8.7  

65 歳以上 380  3.7  74.5  21.8  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

1.8

84.4

13.9

3.5

79.9

16.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



75 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 17.6％、「利用しない」の割合が 62.6％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「利用しない」の割合が、18 歳未満で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  17.6  62.6  19.8  

18 歳未満 174  20.1  72.4  7.5  

18～64 歳 393  13.5  72.5  14.0  

65 歳以上 380  20.8  48.2  31.1  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

17.6

62.6

19.8

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



76 

⑮計画相談支援 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 20.4％、「利用していない」の割合が 65.3％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用している」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  20.4  65.3  14.3  

18 歳未満 174  44.8  49.4  5.7  

18～64 歳 393  22.4  70.0  7.6  

65 歳以上 380  6.8  68.9  24.2  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

20.4

65.3

14.3

16.3

67.6

16.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



77 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 34.5％、「利用しない」の割合が 44.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が増加しています。一方、「利用しない」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  34.5  44.4  21.1  

18 歳未満 174  67.8  24.7  7.5  

18～64 歳 393  32.8  53.7  13.5  

65 歳以上 380  20.8  44.7  34.5  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

34.5

44.4

21.1

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



78 

⑯地域相談支援（地域移行支援） 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 1.0％、「利用していない」の割合が 83.6％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.0  83.6  15.3  

18 歳未満 174  － 93.1  6.9  

18～64 歳 393  0.5  90.6  8.9  

65 歳以上 380  2.1  72.6  25.3  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

1.0

83.6

15.3

1.6

81.3

17.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



79 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 14.6％、「利用しない」の割合が 64.1％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  14.6  64.1  21.4  

18 歳未満 174  11.5  79.3  9.2  

18～64 歳 393  13.0  73.5  13.5  

65 歳以上 380  17.4  47.9  34.7  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

14.6

64.1

21.4

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



80 

⑰地域相談支援（地域定着支援） 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 0.9％、「利用していない」の割合が 83.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.9  83.4  15.6  

18 歳未満 174  － 92.5  7.5  

18～64 歳 393  0.5  90.1  9.4  

65 歳以上 380  1.8  72.9  25.3  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

0.9

83.4

15.6

1.8

81.0

17.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



81 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 15.3％、「利用しない」の割合が 63.1％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  15.3  63.1  21.6  

18 歳未満 174  12.6  77.6  9.8  

18～64 歳 393  14.2  72.0  13.7  

65 歳以上 380  17.6  47.6  34.7  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

15.3

63.1

21.6

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



82 

⑱障害者相談支援事業 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 4.6％、「利用していない」の割合が 80.1％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  4.6  80.1  15.3  

18 歳未満 174  5.2  87.4  7.5  

18～64 歳 393  7.1  84.2  8.7  

65 歳以上 380  1.8  73.2  25.0  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

4.6

80.1

15.3

5.3

77.5

17.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



83 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 27.4％、「利用しない」の割合が 51.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  27.4  51.4  21.3  

18 歳未満 174  47.1  47.1  5.7  

18～64 歳 393  30.0  56.5  13.5  

65 歳以上 380  15.8  48.4  35.8  

  

％

利用したい

利用しない

無回答

27.4

51.4

21.3

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



84 

⑲成年後見制度利用支援事業 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 0.9％、「利用していない」の割合が 84.0％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.9  84.0  15.1  

18 歳未満 174  － 93.7  6.3  

18～64 歳 393  1.3  89.8  8.9  

65 歳以上 380  1.1  73.9  25.0  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

0.9

84.0

15.1

1.9

81.7

16.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



85 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 23.3％、「利用しない」の割合が 55.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  23.3  55.9  20.7  

18 歳未満 174  51.1  42.0  6.9  

18～64 歳 393  20.1  67.2  12.7  

65 歳以上 380  13.9  51.3  34.7  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

23.3

55.9

20.7

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



86 

⑳意思疎通支援事業（手話通訳・要約筆記者派遣） 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 0.7％、「利用していない」の割合が 84.1％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.7  84.1  15.2  

18 歳未満 174  0.6  92.5  6.9  

18～64 歳 393  0.3  90.8  8.9  

65 歳以上 380  1.3  73.7  25.0  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

0.7

84.1

15.2

0.9

81.9

17.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



87 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 6.3％、「利用しない」の割合が 72.7％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  6.3  72.7  21.0  

18 歳未満 174  4.0  89.7  6.3  

18～64 歳 393  5.9  80.9  13.2  

65 歳以上 380  7.6  56.8  35.5  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

6.3

72.7

21.0

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



88 

㉑入院時コミュニケーション支援 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 0.6％、「利用していない」の割合が 84.2％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.6  84.2  15.2  

18 歳未満 174  － 92.0  8.0  

18～64 歳 393  0.3  90.6  9.2  

65 歳以上 380  1.3  74.5  24.2  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

0.6

84.2

15.2

0.5

82.6

17.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



89 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 14.1％、「利用しない」の割合が 64.7％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  14.1  64.7  21.3  

18 歳未満 174  16.1  74.7  9.2  

18～64 歳 393  12.7  74.6  12.7  

65 歳以上 380  14.5  50.3  35.3  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

14.1

64.7

21.3

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



90 

㉒日常生活用具給付等事業 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 7.0％、「利用していない」の割合が 78.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「利用していない」の割合が、18歳未満で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  7.0  78.5  14.5  

18 歳未満 174  10.3  83.9  5.7  

18～64 歳 393  4.1  87.5  8.4  

65 歳以上 380  8.7  67.1  24.2  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

7.0

78.5

14.5

8.0

75.7

16.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



91 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 23.3％、「利用しない」の割合が 56.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が、65 歳以上で「利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  23.3  56.4  20.3  

18 歳未満 174  17.2  74.7  8.0  

18～64 歳 393  18.3  69.2  12.5  

65 歳以上 380  31.6  34.7  33.7  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

23.3

56.4

20.3

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



92 

㉓移動支援事業 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 9.2％、「利用していない」の割合が 76.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  9.2  76.8  14.1  

18 歳未満 174  8.6  85.6  5.7  

18～64 歳 393  12.0  80.2  7.9  

65 歳以上 380  6.6  69.7  23.7  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

9.2

76.8

14.1

8.3

75.5

16.2

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



93 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 34.8％、「利用しない」の割合が 45.7％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が増加しています。一方、「利用しない」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  34.8  45.7  19.5  

18 歳未満 174  47.7  46.0  6.3  

18～64 歳 393  30.0  56.7  13.2  

65 歳以上 380  34.2  34.2  31.6  

  

％

利用したい

利用しない

無回答

34.8

45.7

19.5

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



94 

㉔地域活動支援センター事業（基礎的事業） 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 1.1％、「利用していない」の割合が 82.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.1  82.8  16.0  

18 歳未満 174  1.1  90.2  8.6  

18～64 歳 393  0.8  89.8  9.4  

65 歳以上 380  1.6  72.6  25.8  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

1.1

82.8

16.0

1.9

80.3

17.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



95 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 17.7％、「利用しない」の割合が 60.2％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  17.7  60.2  22.1  

18 歳未満 174  31.0  60.9  8.0  

18～64 歳 393  16.0  69.2  14.8  

65 歳以上 380  12.9  51.3  35.8  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

17.7

60.2

22.1

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



96 

㉕訪問入浴サービス事業 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 1.3％、「利用していない」の割合が 84.2％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.3  84.2  14.6  

18 歳未満 174  － 93.7  6.3  

18～64 歳 393  0.3  91.3  8.4  

65 歳以上 380  2.6  72.9  24.5  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

1.3

84.2

14.6

0.8

82.6

16.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



97 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 13.6％、「利用しない」の割合が 66.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用しない」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が、65 歳以上で「利用したい」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  13.6  66.4  20.0  

18 歳未満 174  8.0  85.1  6.9  

18～64 歳 393  8.4  77.9  13.7  

65 歳以上 380  21.6  46.1  32.4  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

13.6

66.4

20.0

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



98 

㉖日中一時支援事業 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 5.6％、「利用していない」の割合が 79.3％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、大きな差はみられません。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  5.6  79.3  15.1  

18 歳未満 174  10.9  83.3  5.7  

18～64 歳 393  7.1  84.2  8.7  

65 歳以上 380  1.6  72.9  25.5  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

5.6

79.3

15.1

7.1

75.8

17.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



99 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 25.1％、「利用しない」の割合が 53.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  25.1  53.8  21.1  

18 歳未満 174  56.3  38.5  5.2  

18～64 歳 393  20.4  65.4  14.2  

65 歳以上 380  15.5  49.2  35.3  

  

％

利用したい

利用しない

無回答

25.1

53.8

21.1

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



100 

㉗社会参加促進事業（障害者スポーツ大会事業） 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 1.4％、「利用していない」の割合が 83.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用していない」の割合が、18～64 歳で「利用して

いない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回

答

者

数

（
件
） 

利

用

し

て

い

る 利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.4  83.2  15.4  

18 歳未満 174  1.7  91.4  6.9  

18～64 歳 393  1.8  89.1  9.2  

65 歳以上 380  0.8  73.9  25.3  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

1.4

83.2

15.4

3.8

79.1

17.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



101 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 13.6％、「利用しない」の割合が 64.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「利用したい」の割合が、18～64 歳で「利用しない」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  13.6  64.8  21.6  

18 歳未満 174  32.8  57.5  9.8  

18～64 歳 393  11.7  74.3  14.0  

65 歳以上 380  6.6  58.9  34.5  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

13.6

64.8

21.6

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



102 

㉘児童発達支援 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 3.9％、「利用していない」の割合が 79.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用している」の割合が 19.0％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  3.9  79.9  16.3  

18 歳未満 174  19.0  74.7  6.3  

18～64 歳 393  0.5  90.1  9.4  

65 歳以上 380  0.5  72.1  27.4  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

3.9

79.9

16.3

2.1

79.3

18.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



103 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 11.8％、「利用しない」の割合が 66.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用したい」の割合が 41.4％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  11.8  66.4  21.9  

18 歳未満 174  41.4  51.1  7.5  

18～64 歳 393  5.3  80.9  13.7  

65 歳以上 380  4.2  59.2  36.6  

  

％

利用したい

利用しない

無回答

11.8

66.4

21.9

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



104 

㉙医療型児童発達支援 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 1.6％、「利用していない」の割合が 81.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用している」の割合が 6.9％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.6  81.9  16.6  

18 歳未満 174  6.9  87.9  5.2  

18～64 歳 393  0.3  89.8  9.9  

65 歳以上 380  0.5  71.3  28.2  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

1.6

81.9

16.6

1.0

79.4

19.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



105 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 5.9％、「利用しない」の割合が 70.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用したい」の割合が 18.4％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  5.9  70.8  23.2  

18 歳未満 174  18.4  74.1  7.5  

18～64 歳 393  3.1  82.7  14.2  

65 歳以上 380  2.1  58.4  39.5  

  

％

利用したい

利用しない

無回答

5.9

70.8

23.2

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



106 

㉚放課後等デイサービス 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 11.6％、「利用していない」の割合が 72.0％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用している」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用している」の割合が 59.2％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  11.6  72.0  16.5  

18 歳未満 174  59.2  37.9  2.9  

18～64 歳 393  1.5  88.5  9.9  

65 歳以上 380  0.3  70.8  28.9  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

11.6

72.0

16.5

5.0

75.5

19.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



107 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 16.7％、「利用しない」の割合が 60.6％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用したい」の割合が 75.9％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  16.7  60.6  22.7  

18 歳未満 174  75.9  19.5  4.6  

18～64 歳 393  3.6  82.4  14.0  

65 歳以上 380  2.9  57.4  39.7  

 

  

％

利用したい

利用しない

無回答

16.7

60.6

22.7

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



108 

㉛保育所等訪問支援 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 1.7％、「利用していない」の割合が 80.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用している」の割合が 8.0％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.7  80.9  17.4  

18 歳未満 174  8.0  85.6  6.3  

18～64 歳 393  0.3  89.8  9.9  

65 歳以上 380  0.3  70.0  29.7  

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

1.7

80.9

17.4

0.8

79.4

19.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）



109 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 4.6％、「利用しない」の割合が 71.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用しない」の割合が増加しています。一方、「利用したい」

の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用したい」の割合が 13.8％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  4.6  71.8  23.6  

18 歳未満 174  13.8  78.2  8.0  

18～64 歳 393  2.3  83.5  14.2  

65 歳以上 380  2.6  57.1  40.3  

  

％

利用したい

利用しない

無回答

4.6

71.8

23.6

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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㉜居宅訪問型児童発達支援 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 0.4％、「利用していない」の割合が 82.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用している」の割合が 1.1％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.4  82.4  17.2  

18 歳未満 174  1.1  93.1  5.7  

18～64 歳 393  0.3  89.8  9.9  

65 歳以上 380  0.3  70.3  29.5  

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 4.4％、「利用しない」の割合が 72.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用したい」の割合が 10.9％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数 

（
件
） 

利
用
し
た
い 

利
用
し
な
い 

無
回
答 

全  体 960  4.4  72.2  23.4  

18 歳未満 174  10.9  82.2  6.9  

18～64 歳 393  2.5  83.2  14.2  

65 歳以上 380  2.6  57.1  40.3  

  

回答者数 = 960 ％

利用している

利用していない

無回答

0.4

82.4

17.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 960 ％

利用したい

利用しない

無回答

4.4

72.2

23.4

0 20 40 60 80 100
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㉝障害児相談支援 現在利用しているか 

「利用している」の割合が 10.0％、「利用していない」の割合が 72.1％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、18 歳未満で「利用している」の割合が 46.0％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

全  体 960  10.0  72.1  17.9  

18 歳未満 174  46.0  47.1  6.9  

18～64 歳 393  3.3  86.0  10.7  

65 歳以上 380  0.3  70.0  29.7  

 

 

今後利用したいか 

「利用したい」の割合が 16.5％、「利用しない」の割合が 59.7％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「利用したい」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

10.0

72.1

17.9

5.3

74.9

19.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）

％

利用したい

利用しない

無回答

16.5

59.7

23.9

28.0

55.6

16.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 42 現在、あなたのサービス支給量は足りていますか。（○は１つだけ） 

「足りている」の割合が 62.7％、「足りていない」の割合が 17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 43 どのようにサービス等利用計画（障害児支援利用計画）を作成していますか。

（○は１つだけ） 

「わからない」の割合が 45.7％と最も高く、次いで「現在、相談支援専門員に作成してもらっ

ている」の割合が 26.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 43 で「以前、相談支援専門員に作成してもらったことがあるが、現在は自分で作成

している（セルフプラン）」または「以前から、自分で作成している（セルフプラン）」

を答えた方】 

問 44 セルフプランを作成している理由についてお答えください。（あてはまるものす

べてに○） 

「早急にサービスを利用したいから」、「自身で利用するサービス、事業所が選択できるから」

の割合が 25.0％と最も高く、次いで「相談事業所について、よく理解していないから」の割合が

23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

足りている

足りていない

無回答

62.7

17.1

20.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 960 ％

以前、相談支援専門員に作成してもらったことがあ
るが、現在は自分で作成している（セルフプラン）

以前から、自分で作成している（セルフプラン）

現在、相談支援専門員に作成してもらっている

わからない

無回答

2.4

3.0

26.6

45.7

22.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 52 ％

早急にサービスを利用したいから

自身で利用するサービス、事業所が選択で
きるから

相談事業所について、よく理解していない
から

市内に相談支援事業所が不足しているから

その他

無回答

25.0

25.0

23.1

19.2

19.2

9.6

0 20 40 60 80 100
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問 45 現在、整備を希望する施設はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「なし」の割合が 46.3％と最も高く、次いで「グループホーム」の割合が 15.0％、「就労継続

支援事業」、「短期入所」の割合が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 46 コロナ禍でのサービス利用で困っていることについてお答えください。（あては

まるものすべてに○） 

「サービス利用の制限」の割合が 13.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

グループホーム

生活介護事業所

就労継続支援事業

短期入所

その他

なし

無回答

15.0

9.2

13.3

13.3

5.0

46.3

19.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 960 ％

事業所の休業・規模縮小

サービス利用の制限

代替えサービスが見つからない

サービス利用減で生活ができない

職員の不足

困りごとや生活などの相談ができない

その他

無回答

9.2

13.3

2.8

0.7

8.2

5.5

15.0

56.7

0 20 40 60 80 100
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（６）相談相手について 

問 47 あなたは、普段悩みや困ったことをどなたに相談しますか。（あてはまるものす

べてに○） 

「家族や親せき」の割合が 68.8％と最も高く、次いで「友人・知人」の割合が 24.4％、「かか

りつけの医師や看護師」の割合が 24.3％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「友人・知人」「かかりつけの医師や看護師」の割合が減少して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

相談しない

家族や親せき

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

相談支援専門員

施設の指導員

ホームヘルパーなどサービス事業所の人

障害者団体や家族会

かかりつけの医師や看護師

病院のソーシャルワーカーや介護保険のケ
アマネジャー

民生委員・児童委員

障害児通所施設や保育所、幼稚園、認定こ
ども園、学校の先生

民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

その他

無回答

8.2

68.8

24.4

5.0

5.4

13.8

11.0

9.4

3.5

24.3

8.9

2.4

10.2

0.8

6.8

3.4

6.7

7.7

73.7

29.9

5.3

8.4

10.9

12.3

10.1

2.8

31.3

9.0

3.2

5.6

1.2

8.4

2.5

4.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 48 あなたは、障害のことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ることが

多いですか。（あてはまるものすべてに○） 

「家族や親せき、友人・知人」の割合が 34.6％と最も高く、次いで「本や新聞、雑誌の記事、

テレビやラジオのニュース」の割合が 28.3％、「インターネット」の割合が 25.8％となっていま

す。 

平成 28 年度調査と比較すると、「インターネット」の割合が増加しています。一方、「本や新

聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」「行政機関の広報誌」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオの
ニュース

行政機関の広報誌

インターネット

家族や親せき、友人・知人

相談支援専門員

施設の指導員やホームヘルパーなどサービ
ス事業所の人

障害者団体や家族会（団体の機関誌など）

かかりつけの医師や看護師

病院のソーシャルワーカーや介護保険のケ
アマネジャー

民生委員・児童委員

障害児通所施設や保育所、幼稚園、認定こ
ども園、学校の先生

民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

その他

無回答

28.3

25.6

25.8

34.6

15.2

14.1

5.5

23.8

9.3

1.9

7.7

1.1

9.2

2.3

9.8

34.1

31.6

20.3

34.6

12.9

16.0

7.3

26.1

10.2

3.1

4.4

1.5

10.5

4.2

7.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 49 福祉に関する情報の入手について困っていることはどのようなことですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

「特に困っていない」の割合が 38.1％と最も高く、次いで「どこに情報があるかわからない」

の割合が 35.8％、「情報の内容がむずかしい」の割合が 19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 50 現在、以下のもので知りたい情報はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「各種福祉サービスの利用に関すること」の割合が 41.4％と最も高く、次いで「特にない」の

割合が 28.6％、「医療に関すること」の割合が 26.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

どこに情報があるかわからない

情報の内容がむずかしい

点字版、録音テープや音声コードなどによる情報提
供が少ない

パソコン・スマホなどの使い方がわからないため、
インターネットが利用できない

パソコン・スマホなどを持っていないため、イン
ターネットが利用できない

その他

特に困っていない

無回答

35.8

19.5

1.1

9.2

5.4

3.2

38.1

11.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 960 ％

医療に関すること

各種福祉サービスの利用に関すること

悩みが相談できる人や団体、機関について

仲間と出会える場について

地震や火事などの災害の情報について

その他

特にない

無回答

26.3

41.4

17.3

11.9

13.8

1.3

28.6

11.5

0 20 40 60 80 100
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（７）権利擁護について 

問 51 あなたは、障害があることで差別を受けた、または嫌な思いをしたことがありま

すか。（○は１つだけ） 

「ない」の割合が 57.1％と最も高く、次いで「少しある」の割合が 19.3％、「ある」の割合が

15.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 51 で「ある」または「少しある」を答えた方】 

問 52 どのような場所で差別を受けたり嫌な思いをしましたか。（あてはまるものすべ

てに○） 

「学校・職場」の割合が 47.3％と最も高く、次いで「近所」の割合が 24.3％、「住んでいる地

域」の割合が 22.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「住んでいる地域」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

ある

少しある

ない

無回答

15.9

19.3

57.1

7.7

17.9

18.0

57.6

6.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）

％

家庭

近所

市役所などの公共施設

病院などの医療機関

学校・職場

福祉施設

住んでいる地域

その他

無回答

9.5

24.3

13.6

16.9

47.3

6.5

22.8

13.3

2.4

－

28.6

11.4

15.5

44.9

5.1

29.4

14.5

3.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 338） 338

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708） 1708
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問 53 あなたは草津市民の障害者に対する理解は進んできたと思いますか。（○は１つ

だけ） 

「どちらともいえない」の割合が 40.4％と最も高く、次いで「まあまあ進んできた」の割合が

22.8％、「あまり進んでいない」の割合が 13.6％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「進んでいない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 54 成年後見制度についてご存じですか。（○は１つだけ） 

「名前を聞いたことがあるが、内容は知らない」の割合が 33.8％と最も高く、次いで「名前も

内容も知っている」の割合が 31.8％、「名前も内容も知らない」の割合が 26.0％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

問 54 で「名前も内容も知っている」または「名前を聞いたことがあるが、内容は知らな

い」を答えた方】 

問 55 成年後見制度を実際に利用したいと思いますか。（○は１つだけ） 

「わからない」の割合が 48.8％と最も高く、次いで「利用したくない」の割合が 25.8％、「利

用したい」の割合が 24.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 629 ％

利用したい

利用したくない

わからない

無回答

24.5

25.8

48.8

1.0

0 20 40 60 80 100

％

かなり進んできた

まあまあ進んできた

あまり進んでいない

進んでいない

どちらともいえない

無回答

3.5

22.8

13.6

8.0

40.4

11.6

8.0

26.0

－

15.8

42.4

7.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）

％

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知らな
い

名前も内容も知らない

無回答

31.8

33.8

26.0

8.4

34.8

31.4

26.9

6.9

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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【問 55 で「利用したい」を答えた方】 

問 56 利用する場合、誰に後見人などになってもらいたいと思いますか。（あてはまる

ものすべてに○） 

「弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家」の割合が 38.3％と最も高く、次いで「きょう

だい」の割合が 33.1％、「父母」の割合が 29.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、65歳以上で「配偶者（夫又は妻）」「その他の親族」の割合が、18

～64 歳で「きょうだい」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

父
母 

配
偶
者
（
夫
又
は
妻
） 

き
ょ
う
だ
い 

そ
の
他
の
親
族 

弁
護
士
・
司
法
書
士
・

社
会
福
祉
士
な
ど
の

専
門
家 

社
会
福
祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 154  29.2  18.2  33.1  15.6  38.3  22.1  2.6  7.8  1.9  

18 歳未満 64  37.5  7.8  32.8  7.8  40.6  26.6  1.6  10.9  3.1  

18～64 歳 55  36.4  12.7  43.6  9.1  41.8  27.3  3.6  5.5  － 

65 歳以上 33  － 48.5  15.2  42.4  27.3  6.1  3.0  3.0  3.0  

 

  

回答者数 = 154 ％

父母

配偶者（夫又は妻）

きょうだい

その他の親族

弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門
家

社会福祉法人・ＮＰＯ法人

その他

わからない

無回答

29.2

18.2

33.1

15.6

38.3

22.1

2.6

7.8

1.9

0 20 40 60 80 100
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（８）災害時の避難等について 

問 57 あなたは、火事や地震等の災害時に一人で避難できますか。（○は１つだけ） 

「できる」の割合が 37.6％と最も高く、次いで「できない」の割合が 35.1％、「わからない」

の割合が 22.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「できない」の割合が、18～64 歳で「できる」「わか

らない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

で
き
る 

で
き
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 960  37.6  35.1  22.5  4.8  

18 歳未満 174  9.8  71.8  17.8  0.6  

18～64 歳 393  48.3  19.6  28.5  3.6  

65 歳以上 380  39.7  34.2  18.2  7.9  

 

  

％

できる

できない

わからない

無回答

37.6

35.1

22.5

4.8

41.7

33.6

21.1

3.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 58 家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいます

か。（○は１つだけ） 

「いない」の割合が 35.2％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 32.5％、「いる」の割

合が 26.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 59 あなたは、お住まいの地域の避難訓練に参加していますか。（○は１つだけ） 

「まったく参加していない」の割合が 67.9％と最も高く、次いで「時々参加している」の割合

が 17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

参加している

時々参加している

まったく参加していない

無回答

8.6

17.1

67.9

6.4

0 20 40 60 80 100

％

いる

いない

わからない

無回答

26.8

35.2

32.5

5.5

26.1

33.4

34.7

5.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 60 あなたは、災害発生時等の緊急時に、住まいの地域の民生委員・児童委員や自治

会役員等が、安否確認等を行う目的のため、障害者情報を登録する制度（災害時要

援護者登録制度）を知っていますか。（○は１つだけ） 

「知らない」の割合が 53.2％と最も高く、次いで「名前は知っているが内容は知らない」の割

合が 17.2％、「名前も内容も知っている」の割合が 15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

す
で
に
利
用
し
て
い

る 名
前
も
内
容
も
知
っ

て
い
る 

名
前
は
知
っ
て
い
る

が
内
容
は
知
ら
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 960  8.2  15.4  17.2  53.2  5.9  

18 歳未満 174  13.8  12.6  16.7  56.3  0.6  

18～64 歳 393  5.9  13.2  15.8  61.1  4.1  

65 歳以上 380  8.2  19.5  18.2  44.2  10.0  

 

  

回答者数 = 960 ％

すでに利用している

名前も内容も知っている

名前は知っているが内容は知らない

知らない

無回答

8.2

15.4

17.2

53.2

5.9

0 20 40 60 80 100
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問 61 火事や地震等の災害時、障害があることで困ること、心配なことはありますか。

（あてはまるものすべてに○） 

「避難場所の生活環境（他人との関わり等）が不安」の割合が 43.4％と最も高く、次いで「避

難場所の設備（トイレ等）が不安」の割合が 40.8％、「治療が受けられない、薬がもらえない、

医療的ケアが受けられない」の割合が 39.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「治療が受けられない、薬がもらえない、医療的ケアが受けら

れない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「周囲とコミュニケーションがとれない」「避難場所

の生活環境（他人との関わり等）が不安」「救助を求めることができない」の割合が高くなってい

ます。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

特
に
な
い 

治
療
が
受
け
ら
れ
な
い
、
薬
が
も
ら
え
な
い
、
医

療
的
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な
い 

補
装
具
（
車
い
す
、
補
聴
器
、
白
杖
、
義
足
な
ど
）

が
使
用
し
づ
ら
く
な
る 

補
装
具
（
車
い
す
、
補
聴
器
、
白
杖
、
義
足
な
ど
）

や
日
常
生
活
用
具
を
手
に
入
れ
に
く
く
な
る 

救
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い 

安
全
な
と
こ
ろ
ま
で
、
す
ば
や
く
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
な
い 

被
害
状
況
、
避
難
場
所
な
ど
の
情
報
が
手
に
入
れ

ら
れ
な
い 

周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い 

避
難
場
所
の
設
備
（
ト
イ
レ
等
）
が
不
安 

避
難
場
所
の
生
活
環
境
（
他
人
と
の
関
わ
り
等
）

が
不
安 

そ
の
他 

無
回
答 

全  体 960  17.3  39.5  10.0  7.3  18.1  39.1  18.1  25.7  40.8  43.4  3.5  6.9  

18 歳未満 174  7.5  28.2  10.9  4.6  39.1  58.6  33.9  51.1  44.8  67.2  4.6  2.3  

18～64 歳 393  19.6  45.8  6.9  3.6  14.0  26.0  17.0  26.5  38.2  42.2  4.1  4.3  

65 歳以上 380  19.5  38.4  12.9  12.6  12.6  43.7  11.8  12.6  41.3  33.2  2.4  11.6    

％

特にない

治療が受けられない、薬がもらえない、医療的ケア
が受けられない

補装具（車いす、補聴器、白杖、義足など）が使用
しづらくなる

補装具（車いす、補聴器、白杖、義足など）や日常
生活用具を手に入れにくくなる

救助を求めることができない

安全なところまで、すばやく避難することができな
い

被害状況、避難場所などの情報が手に入れられない

周囲とコミュニケーションがとれない

避難場所の設備（トイレ等）が不安

避難場所の生活環境（他人との関わり等）が不安

その他

無回答

17.3

39.5

10.0

7.3

18.1

39.1

18.1

25.7

40.8

43.4

3.5

6.9

18.1

45.4

13.5

9.5

20.3

42.4

21.1

26.2

39.9

40.9

5.2

5.4

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 960）

平成28年度調査

（回答者数 = 1,708）
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問 62 新型コロナウイルス感染症の影響により、日常生活で特に困っていることはどの

ようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

「困っていない」の割合が 30.7％と最も高く、次いで「外出時のマスク着用や、消毒など衛生

管理の徹底」の割合が 27.1％、「不安感が増したこと」の割合が 25.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

必要な福祉サービスが利用しづらいことや
利用できないこと

必要な医療サービスが利用しづらいことや
利用できないこと

人の手を借りず自分で対処しないといけな
いことが増えたこと

自由に公共交通機関を使いづらいことや使
えないこと

人との距離を保つ必要があること（ソー
シャルディスタンシング）

不安感が増したこと

外出時のマスク着用や、消毒など衛生管理
の徹底

買い物に行きづらくなったこと

買いたいものが品薄で買えなかったこと

屋外やジムなどで体を動かしづらいこと

外食がしづらいことやできないこと

マスクで口元が見えずコミュニケーション
がとれないこと

在宅での仕事

在宅での学習

在宅での育児

在宅での介護

その他

困っていない

無回答

12.3

9.5

5.5

10.6

21.3

25.6

27.1

14.6

6.5

4.9

18.6

12.1

0.6

2.6

1.3

2.0

3.6

30.7

9.5

0 20 40 60 80 100
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【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「必要な福祉サービスが利用しづらいことや利用でき

ないこと」「外出時のマスク着用や、消毒など衛生管理の徹底」「人との距離を保つ必要があるこ

と（ソーシャルディスタンシング）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
し
づ
ら
い
こ
と
や
利
用
で

き
な
い
こ
と 

必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
し
づ
ら
い
こ
と
や
利
用
で

き
な
い
こ
と 

人
の
手
を
借
り
ず
自
分
で
対

処
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

が
増
え
た
こ
と 

自
由
に
公
共
交
通
機
関
を
使

い
づ
ら
い
こ
と
や
使
え
な
い

こ
と 

人
と
の
距
離
を
保
つ
必
要
が

あ
る
こ
と
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
シ
ン
グ
） 

不
安
感
が
増
し
た
こ
と 

外
出
時
の
マ
ス
ク
着
用
や
、
消

毒
な
ど
衛
生
管
理
の
徹
底 

買
い
物
に
行
き
づ
ら
く
な
っ

た
こ
と 

買
い
た
い
も
の
が
品
薄
で
買

え
な
か
っ
た
こ
と 

全  体 960  12.3  9.5  5.5  10.6  21.3  25.6  27.1  14.6  6.5  

18 歳未満 174  26.4  11.5  6.9  10.3  28.2  19.5  36.8  12.6  6.3  

18～64 歳 393  10.2  6.9  4.8  10.9  17.8  25.2  21.6  10.9  7.4  

65 歳以上 380  8.2  11.6  5.8  10.5  22.4  29.5  29.2  19.7  5.5  

 

区分 

屋
外
や
ジ
ム
な
ど
で
体
を
動

か
し
づ
ら
い
こ
と 

外
食
が
し
づ
ら
い
こ
と
や
で

き
な
い
こ
と 

マ
ス
ク
で
口
元
が
見
え
ず
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

な
い
こ
と 

在
宅
で
の
仕
事 

在
宅
で
の
学
習 

在
宅
で
の
育
児 

在
宅
で
の
介
護 

そ
の
他 

困
っ
て
い
な
い 

無
回
答 

全  体 4.9  18.6  12.1  0.6  2.6  1.3  2.0  3.6  30.7  9.5  

18 歳未満 4.0  16.1  13.2  1.1  12.6  3.4  2.3  1.7  29.9  2.9  

18～64 歳 5.9  16.8  9.9  0.8  0.8  1.5  1.5  5.3  35.1  7.9  

65 歳以上 4.2  22.4  14.2  0.3  － － 2.4  2.6  26.1  13.7  
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（９）草津市の障害者施策について 

問 63 第２次草津市障害者計画の施策のうち、①から⑳のそれぞれについて、「満足

度」と「重要度」の両方を回答（番号に○）してください。 

①障害と障害のある人への理解の促進 

満足度 

「普通」の割合が 52.8％と最も高く、次いで「どちらかといえば満足」の割合が 11.9％、「や

や不満」の割合が 11.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「どちらかといえば満足」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  5.1  11.9  52.8  11.7  1.4  17.2  

18 歳未満 174  8.6  18.4  52.3  12.6  0.6  7.5  

18～64 歳 393  5.6  16.3  54.7  11.2  1.8  10.4  

65 歳以上 380  2.9  4.5  51.3  11.3  1.1  28.9  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

5.1

11.9

52.8

11.7

1.4

17.2

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「重要でない」の割合が 29.6％と最も高く、次いで「普通」の割合が 28.0％、「あまり重要で

ない」の割合が 19.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が、18～64 歳で「重要でない」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.3  0.6  28.0  19.0  29.6  22.5  

18 歳未満 174  0.6  － 23.0  19.0  46.0  11.5  

18～64 歳 393  0.3  0.8  28.0  19.6  36.1  15.3  

65 歳以上 380  0.3  0.8  30.8  18.7  15.0  34.5  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.3

0.6

28.0

19.0

29.6

22.5

0 20 40 60 80 100
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②権利擁護と虐待の防止 

満足度 

「普通」の割合が 57.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  3.3  9.1  57.8  8.3  1.9  19.6  

18 歳未満 174  4.6  8.6  64.9  12.6  1.7  7.5  

18～64 歳 393  4.3  12.0  61.6  7.1  2.8  12.2  

65 歳以上 380  1.8  6.1  51.6  7.1  0.8  32.6  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

3.3

9.1

57.8

8.3

1.9

19.6

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「重要でない」の割合が 30.4％と最も高く、次いで「普通」の割合が 27.6％、「あまり重要で

ない」の割合が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が、18～64 歳で「重要でない」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.3  0.2  27.6  18.2  30.4  23.2  

18 歳未満 174  － 0.6  24.7  18.4  46.0  10.3  

18～64 歳 393  0.5  0.3  27.0  19.3  36.9  16.0  

65 歳以上 380  0.3  － 29.7  17.1  16.3  36.6  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.3

0.2

27.6

18.2

30.4

23.2

0 20 40 60 80 100
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③疾病等の予防と早期発見・早期対応 

満足度 

「普通」の割合が 56.6％と最も高く、次いで「やや不満」の割合が 12.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  3.0  6.3  56.6  12.9  1.5  19.8  

18 歳未満 174  4.6  5.2  68.4  11.5  2.3  8.0  

18～64 歳 393  2.8  8.1  60.8  13.2  1.8  13.2  

65 歳以上 380  2.6  4.7  47.1  12.9  0.8  31.8  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

3.0

6.3

56.6

12.9

1.5

19.8

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 31.8％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 22.7％、「あまり重要で

ない」の割合が 20.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.1  0.7  31.8  20.7  22.7  24.0  

18 歳未満 174  － 0.6  33.3  21.8  33.3  10.9  

18～64 歳 393  － 1.3  32.3  22.1  26.7  17.6  

65 歳以上 380  0.3  0.3  31.1  18.9  13.4  36.1  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.1

0.7

31.8

20.7

22.7

24.0

0 20 40 60 80 100
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④精神保健福祉対策の強化 

満足度 

「普通」の割合が 59.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  3.8  7.6  59.7  7.2  1.7  20.1  

18 歳未満 174  4.6  8.0  72.4  6.3  1.1  7.5  

18～64 歳 393  5.6  10.9  60.6  7.4  3.1  12.5  

65 歳以上 380  1.6  3.7  53.9  6.8  0.3  33.7  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

3.8

7.6

59.7

7.2

1.7

20.1

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 37.3％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 19.4％、「あまり重要で

ない」の割合が 18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「重要でない」の割合が、18 歳未満で「重要でない」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.1  0.7  37.3  18.0  19.4  24.5  

18 歳未満 174  － 1.1  41.4  21.3  25.3  10.9  

18～64 歳 393  － 0.8  35.9  19.1  27.5  16.8  

65 歳以上 380  0.3  0.5  37.6  15.5  7.9  38.2  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.1

0.7

37.3

18.0

19.4

24.5

0 20 40 60 80 100
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⑤保健・医療の充実 

満足度 

「普通」の割合が 48.5％と最も高く、次いで「やや不満」の割合が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  4.8  8.1  48.5  16.0  3.2  19.3  

18 歳未満 174  9.2  9.2  52.3  16.1  4.6  8.6  

18～64 歳 393  5.9  8.9  53.9  15.0  4.3  12.0  

65 歳以上 380  1.6  6.8  41.8  16.6  1.3  31.8  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

4.8

8.1

48.5

16.0

3.2

19.3

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「重要でない」の割合が 32.0％と最も高く、次いで「普通」の割合が 23.8％、「あまり重要で

ない」の割合が 19.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.3  0.4  23.8  19.4  32.0  24.2  

18 歳未満 174  － － 20.1  17.8  50.0  12.1  

18～64 歳 393  0.5  0.5  26.2  20.4  35.6  16.8  

65 歳以上 380  0.3  0.5  23.2  19.2  20.0  36.8  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.3

0.4

23.8

19.4

32.0

24.2

0 20 40 60 80 100
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⑥相談体制の強化 

満足度 

「普通」の割合が 50.9％と最も高く、次いで「どちらかといえば満足」の割合が 12.3％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「どちらかといえば満足」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  5.0  12.3  50.9  9.7  2.5  19.6  

18 歳未満 174  8.0  20.7  49.4  10.9  3.4  7.5  

18～64 歳 393  5.3  14.8  52.9  10.7  3.8  12.5  

65 歳以上 380  3.2  6.1  50.0  7.6  0.8  32.4  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

5.0

12.3

50.9

9.7

2.5

19.6

0 20 40 60 80 100



137 

重要度 

「普通」の割合が 28.1％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 25.3％、「あまり重要で

ない」の割合が 21.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.1  0.8  28.1  21.6  25.3  24.1  

18 歳未満 174  － 0.6  20.1  22.4  45.4  11.5  

18～64 歳 393  － 1.3  30.3  24.4  27.7  16.3  

65 歳以上 380  0.3  0.5  29.7  18.7  13.4  37.4  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.1

0.8

28.1

21.6

25.3

24.1

0 20 40 60 80 100
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⑦日常生活支援の充実 

満足度 

「普通」の割合が 55.0％と最も高く、次いで「やや不満」の割合が 10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  4.8  9.2  55.0  10.4  1.7  19.0  

18 歳未満 174  9.2  13.2  57.5  10.9  1.7  7.5  

18～64 歳 393  4.6  10.7  60.6  9.4  2.8  12.0  

65 歳以上 380  3.2  5.3  48.7  10.8  0.5  31.6  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

4.8

9.2

55.0

10.4

1.7

19.0

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 29.0％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 25.2％、「あまり重要でない」の

割合が 21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.2  0.8  29.0  21.0  25.2  23.8  

18 歳未満 174  － － 22.4  23.0  44.3  10.3  

18～64 歳 393  0.3  1.3  32.1  22.1  28.0  16.3  

65 歳以上 380  0.3  0.8  28.9  19.5  13.4  37.1  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.2

0.8

29.0

21.0

25.2

23.8

0 20 40 60 80 100
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⑧住まいの確保 

満足度 

「普通」の割合が 56.5％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  4.7  6.3  56.5  7.8  4.2  20.6  

18 歳未満 174  8.6  7.5  65.5  4.6  5.7  8.0  

18～64 歳 393  5.3  8.9  60.6  6.1  6.1  13.0  

65 歳以上 380  2.1  2.9  48.9  10.3  1.6  34.2  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

4.7

6.3

56.5

7.8

4.2

20.6

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 34.8％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 24.7％、「あまり重要で

ない」の割合が 14.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が、18～64 歳で「重要でない」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.4  0.7  34.8  14.7  24.7  24.7  

18 歳未満 174  0.6  0.6  31.6  15.5  40.2  11.5  

18～64 歳 393  0.5  0.8  33.8  17.0  31.6  16.3  

65 歳以上 380  0.3  0.8  37.6  12.4  10.0  38.9  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.4

0.7

34.8

14.7

24.7

24.7

0 20 40 60 80 100
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⑨家族等への支援の充実 

満足度 

「普通」の割合が 52.1％と最も高く、次いで「どちらかといえば満足」の割合が 11.5％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「どちらかといえば満足」の割合が、18～64 歳で「普

通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  5.4  11.5  52.1  8.9  2.6  19.6  

18 歳未満 174  12.6  19.5  46.0  11.5  3.4  6.9  

18～64 歳 393  4.1  14.5  57.5  7.6  3.6  12.7  

65 歳以上 380  3.2  5.0  49.7  7.9  1.3  32.9  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

5.4

11.5

52.1

8.9

2.6

19.6

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 30.4％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 24.5％、「あまり重要で

ない」の割合が 20.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.1  0.6  30.4  20.4  24.5  24.0  

18 歳未満 174  － 0.6  20.7  23.0  44.8  10.9  

18～64 歳 393  － 0.8  32.8  23.4  26.7  16.3  

65 歳以上 380  0.3  0.5  32.4  16.3  12.9  37.6  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.1

0.6

30.4

20.4

24.5

24.0

0 20 40 60 80 100
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⑩経済的負担の軽減 

満足度 

「普通」の割合が 44.8％と最も高く、次いで「どちらかといえば満足」の割合が 16.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、大きな差はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  9.6  16.1  44.8  8.1  2.4  19.0  

18 歳未満 174  16.1  20.1  44.3  10.3  2.3  6.9  

18～64 歳 393  10.4  20.1  45.8  8.1  4.1  11.5  

65 歳以上 380  5.5  10.0  44.7  6.8  0.5  32.4  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

9.6

16.1

44.8

8.1

2.4

19.0

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「重要でない」の割合が 33.9％と最も高く、次いで「普通」の割合が 22.7％、「あまり重要で

ない」の割合が 19.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が、18～64 歳で「重要でない」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.3  0.6  22.7  19.0  33.9  23.5  

18 歳未満 174  － 0.6  17.2  23.0  48.3  10.9  

18～64 歳 393  0.5  0.5  21.9  19.6  42.2  15.3  

65 歳以上 380  0.3  0.8  26.6  16.8  18.2  37.4  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.3

0.6

22.7

19.0

33.9

23.5

0 20 40 60 80 100
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⑪制度の維持と適正運用 

満足度 

「普通」の割合が 59.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  3.2  7.6  59.2  8.1  1.5  20.4  

18 歳未満 174  5.2  8.6  67.2  9.8  2.3  6.9  

18～64 歳 393  3.8  9.9  63.4  7.9  2.5  12.5  

65 歳以上 380  1.8  4.7  51.1  7.4  － 35.0  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

3.2

7.6

59.2

8.1

1.5

20.4

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 36.6％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 20.4％、「あまり重要で

ない」の割合が 17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」「あまり重要でない」の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.3  0.7  36.6  17.9  20.4  24.1  

18 歳未満 174  － 0.6  33.3  24.7  31.0  10.3  

18～64 歳 393  0.5  0.8  37.9  19.6  24.9  16.3  

65 歳以上 380  0.3  0.8  36.8  13.7  10.5  37.9  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.3

0.7

36.6

17.9

20.4

24.1

0 20 40 60 80 100
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⑫発達支援の充実 

満足度 

「普通」の割合が 56.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  3.6  8.3  56.1  8.2  1.5  22.2  

18 歳未満 174  10.3  19.5  42.0  17.8  4.0  6.3  

18～64 歳 393  3.1  7.4  65.9  7.4  1.8  14.5  

65 歳以上 380  1.3  3.9  53.4  3.9  － 37.4  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

3.6

8.3

56.1

8.2

1.5

22.2

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 35.2％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 22.5％、「あまり重要で

ない」の割合が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」「あまり重要でない」の割合が、18～

64 歳で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.3  0.7  35.2  16.0  22.5  25.2  

18 歳未満 174  0.6  0.6  16.7  21.8  50.0  10.3  

18～64 歳 393  － 1.0  41.2  18.1  22.4  17.3  

65 歳以上 380  0.5  0.5  37.6  11.6  10.0  39.7  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.3

0.7

35.2

16.0

22.5

25.2

0 20 40 60 80 100
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⑬就学前教育・保育の充実  

満足度 

「普通」の割合が 56.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  3.2  6.5  56.7  8.0  2.0  23.6  

18 歳未満 174  9.8  16.7  46.6  14.4  5.2  7.5  

18～64 歳 393  2.5  6.1  66.4  6.6  2.3  16.0  

65 歳以上 380  1.1  2.1  51.8  5.8  0.3  38.9  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

3.2

6.5

56.7

8.0

2.0

23.6

0 20 40 60 80 100



151 

重要度 

「普通」の割合が 35.8％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 20.3％、「あまり重要で

ない」の割合が 15.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」「あまり重要でない」の割合が、18～

64 歳で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.4  0.6  35.8  15.8  20.3  27.0  

18 歳未満 174  － 1.1  21.3  21.3  44.8  11.5  

18～64 歳 393  0.5  0.8  42.0  17.8  19.6  19.3  

65 歳以上 380  0.5  － 36.3  11.6  10.0  41.6  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.4

0.6

35.8

15.8

20.3

27.0

0 20 40 60 80 100
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⑭学校教育の充実 

満足度 

「普通」の割合が 52.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  5.1  8.0  52.8  9.1  1.8  23.2  

18 歳未満 174  13.8  20.1  37.4  18.4  3.4  6.9  

18～64 歳 393  5.1  7.4  62.3  8.1  2.0  15.0  

65 歳以上 380  1.3  2.4  51.1  5.3  0.8  39.2  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

5.1

8.0

52.8

9.1

1.8

23.2

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 31.9％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 25.6％、「あまり重要で

ない」の割合が 16.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が、18～64 歳で「普通」の割合

が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.3  0.3  31.9  16.4  25.6  25.5  

18 歳未満 174  － 0.6  13.8  16.7  59.2  9.8  

18～64 歳 393  0.3  0.5  38.4  19.3  24.2  17.3  

65 歳以上 380  0.5  － 33.2  13.4  12.1  40.8  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.3

0.3

31.9

16.4

25.6

25.5

0 20 40 60 80 100
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⑮放課後児童対策の充実 

満足度 

「普通」の割合が 56.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  3.1  7.0  56.1  8.0  2.5  23.2  

18 歳未満 174  10.3  11.5  47.1  17.2  8.0  5.7  

18～64 歳 393  2.0  7.9  65.9  6.9  2.0  15.3  

65 歳以上 380  1.1  3.9  50.5  4.5  0.5  39.5  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

3.1

7.0

56.1

8.0

2.5

23.2

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 35.9％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 20.1％、「あまり重要で

ない」の割合が 16.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が、18～64 歳で「普通」の割合

が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.3  0.8  35.9  16.8  20.1  26.0  

18 歳未満 174  － 0.6  21.8  19.5  48.3  9.8  

18～64 歳 393  0.3  1.5  42.7  19.1  18.1  18.3  

65 歳以上 380  0.5  0.3  35.3  13.2  9.7  41.1  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.3

0.8

35.9

16.8

20.1

26.0

0 20 40 60 80 100
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⑯文化・スポーツ活動等の促進 

満足度 

「普通」の割合が 61.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「普通」の割合が、18～64 歳で「普通」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  2.0  5.7  61.1  7.4  1.1  22.6  

18 歳未満 174  2.9  10.3  74.1  4.0  1.7  6.9  

18～64 歳 393  2.0  5.6  66.4  8.7  1.8  15.5  

65 歳以上 380  1.6  3.4  50.5  7.4  － 37.1  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

2.0

5.7

61.1

7.4

1.1

22.6

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 46.4％と最も高く、次いで「あまり重要でない」の割合が 13.3％、「重要で

ない」の割合が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18～64 歳で「普通」の割合が、18 歳未満で「あまり重要でない」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  1.1  3.2  46.4  13.3  10.6  25.3  

18 歳未満 174  2.3  5.2  46.6  20.1  15.5  10.3  

18～64 歳 393  1.0  4.3  53.7  10.9  12.5  17.6  

65 歳以上 380  0.8  1.1  39.2  12.9  6.3  39.7  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

1.1

3.2

46.4

13.3

10.6

25.3

0 20 40 60 80 100
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⑰就労支援と雇用環境整備の促進 

満足度 

「普通」の割合が 54.0％と最も高く、次いで「どちらかといえば満足」の割合が 10.7％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「普通」「どちらかといえば満足」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  5.4  10.7  54.0  5.5  1.7  22.7  

18 歳未満 174  9.2  16.7  61.5  4.0  1.1  7.5  

18～64 歳 393  7.6  13.2  55.2  6.6  3.3  14.0  

65 歳以上 380  1.6  5.3  50.0  4.2  0.3  38.7  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

5.4

10.7

54.0

5.5

1.7

22.7

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 31.8％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 26.0％、「あまり重要で

ない」の割合が 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.3  0.9  31.8  15.6  26.0  25.3  

18 歳未満 174  － 0.6  23.0  15.5  50.0  10.9  

18～64 歳 393  0.3  1.5  32.1  19.6  30.0  16.5  

65 歳以上 380  0.5  0.5  36.1  11.6  10.8  40.5  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.3

0.9

31.8

15.6

26.0

25.3

0 20 40 60 80 100
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⑱情報受発信の充実 

満足度 

「普通」の割合が 56.1％と最も高く、次いで「どちらかといえば満足」の割合が 10.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「どちらかといえば満足」「普通」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  5.1  10.4  56.1  6.5  0.9  20.9  

18 歳未満 174  9.2  17.8  61.5  4.6  0.6  6.3  

18～64 歳 393  5.9  12.7  58.8  7.9  1.5  13.2  

65 歳以上 380  2.4  5.0  51.3  5.5  0.3  35.5  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

5.1

10.4

56.1

6.5

0.9

20.9

0 20 40 60 80 100



161 

重要度 

「普通」の割合が 35.5％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 20.4％、「あまり重要で

ない」の割合が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.2  1.0  35.5  18.5  20.4  24.3  

18 歳未満 174  － 1.1  31.0  21.8  36.2  9.8  

18～64 歳 393  － 1.3  38.7  21.1  22.1  16.8  

65 歳以上 380  0.5  0.8  35.0  14.7  10.8  38.2  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.2

1.0

35.5

18.5

20.4

24.3

0 20 40 60 80 100
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⑲地域福祉活動の促進 

満足度 

「普通」の割合が 60.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「普通」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  2.9  8.3  60.2  5.9  1.0  21.6  

18 歳未満 174  4.6  13.2  72.4  2.3  0.6  6.9  

18～64 歳 393  3.6  8.9  64.9  6.1  1.8  14.8  

65 歳以上 380  1.6  5.5  50.3  7.1  0.3  35.3  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

2.9

8.3

60.2

5.9

1.0

21.6

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 40.2％と最も高く、次いで「あまり重要でない」の割合が 16.9％、「重要で

ない」の割合が 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.3  2.2  40.2  16.9  15.6  24.8  

18 歳未満 174  － 2.9  44.8  20.7  20.7  10.9  

18～64 歳 393  0.5  2.8  43.3  18.8  17.8  16.8  

65 歳以上 380  0.3  1.3  35.3  13.4  10.8  38.9  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.3

2.2

40.2

16.9

15.6

24.8

0 20 40 60 80 100
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⑳バリアフリー化の推進と移動の確保 

満足度 

「普通」の割合が 54.9％と最も高く、次いで「どちらかといえば満足」の割合が 10.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「普通」の割合が、18～64 歳で「普通」の割合が高く

なっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

無
回
答 

全  体 960  5.5  10.9  54.9  6.6  1.3  20.8  

18 歳未満 174  7.5  13.8  63.8  6.3  1.7  6.9  

18～64 歳 393  5.3  12.0  60.1  7.1  1.8  13.7  

65 歳以上 380  5.0  8.9  46.1  5.3  0.3  34.5  

 

  

回答者数 = 960 ％

満足

どちらかといえば満足

普通

やや不満

不満

無回答

5.5

10.9

54.9

6.6

1.3

20.8

0 20 40 60 80 100
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重要度 

「普通」の割合が 29.3％と最も高く、次いで「重要でない」の割合が 25.8％、「あまり重要で

ない」の割合が 19.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、他に比べ、18 歳未満で「重要でない」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

重
要 

や
や
重
要 

普
通 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全  体 960  0.1  1.7  29.3  19.2  25.8  24.0  

18 歳未満 174  － 1.7  32.8  20.7  34.5  10.3  

18～64 歳 393  － 2.3  32.1  19.1  29.8  16.8  

65 歳以上 380  0.3  0.8  25.5  18.2  18.2  37.1  

 

  

回答者数 = 960 ％

重要

やや重要

普通

あまり重要でない

重要でない

無回答

0.1

1.7

29.3

19.2

25.8

24.0

0 20 40 60 80 100
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問 64 これから特に力を入れてほしい障害者施策についてお答えください。（あてはま

るものすべてに○） 

「保護者などがいなくなった後の生活支援の充実」の割合が 50.3％と最も高く、次いで「障害

者の福祉サービスの充実」の割合が 45.6％、「手当などの経済的支援の充実」の割合が 42.4％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 960 ％

障害の予防・早期発見・保健指導体制の充
実

地域リハビリテーション体制の充実

グループホームなどの整備

医療やリハビリテーションの充実

障害者の福祉サービスの充実

救急医療・小児医療体制の充実

保護者などがいなくなった後の生活支援の
充実

相談体制の充実

福祉に関する情報提供や相談の充実の保障

障害者のコミュニケーション支援施策（手
話通訳、要約筆記など）

障害者理解への啓発や交流促進

障害者の権利を擁護するための施策の推進

成年後見制度の周知・促進

金銭管理の支援

手当などの経済的支援の充実

賃貸物件に入居する際、保証人の役目を公
的に行ってくれる制度

就労の援助や雇用の促進

地域共生社会の実現に向けた施策の推進

ボランティア活動の推進

スポーツ・レクリエーション・文化活動の
推進

障害者が住みやすい住宅の確保や居住環境
の改善・整備

道路や交通機関などのバリアフリーのまち
づくりの推進

障害者のための防災体制の確立

その他

特にない

無回答

27.0

20.2

25.1

34.4

45.6

25.0

50.3

34.2

30.3

12.1

22.3

21.5

17.8

21.8

42.4

22.4

31.8

12.2

12.2

11.3

31.6

32.2

26.4

2.7

7.1

10.6

0 20 40 60 80 100
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２ 一般市民 

問１ あなたの年齢をお答えください。（令和５年３月１日現在） 

「40～49 歳」の割合が 22.4％と最も高く、次いで「60～69 歳」の割合が 18.9％、「70～79 歳」

の割合が 16.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「40～49 歳」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つだけ） 

「女性」の割合が 52.0％と最も高く、次いで「男性」の割合が 47.6％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

1.2

3.9

12.2

22.4

14.6

18.9

16.5

9.8

0.4

2.1

7.7

13.6

16.2

12.3

21.0

19.2

7.4

0.5

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）

％

男性

女性

答えたくない

無回答

47.6

52.0

0.0

0.4

44.9

54.9

0.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）
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問３ あなたは、普段、障害のある人とどのような関わりがありますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

「ほとんど関わる機会がない」の割合が 35.8％と最も高く、次いで「学校や職場などで関わり

がある」の割合が 22.0％、「家族、親戚の一員として関わりがある」の割合が 18.9％となってい

ます。 

平成 28 年度調査と比較すると、「自分自身に障害がある」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 現在、草津市の道路や商店街、公共施設などの生活環境は、障害のある人にとっ

て使いやすいものだと思いますか。（○は１つだけ） 

「あまり思わない」の割合が 37.0％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 26.8％、「ま

あまあ思う」の割合が 21.3％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「わからない」の割合が増加しています。一方、「思わない」の

割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自分自身に障害がある

家族、親戚の一員として関わりがある

友人・知人として関わりがある

ボランティア活動などを通して関わりがあ
る

同じ趣味やスポーツで関わりがある

学校や職場などで関わりがある

まちで困っているのを見かけたら声をかけ
る程度の関わりがある

その他

ほとんど関わる機会がない

無回答

7.9

18.9

12.6

4.7

2.4

22.0

18.5

2.4

35.8

1.2

23.6

14.6

7.7

3.8

21.5

21.3

3.8

31.3

1.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）

％

思う

まあまあ思う

あまり思わない

思わない

わからない

無回答

1.2

21.3

37.0

11.8

26.8

2.0

1.8

23.8

35.6

19.0

18.7

1.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）
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問５ 現在、草津市は、障害のある人もない人も、共に生活できるような、偏見や差別

のないまちだと思いますか。（○は１つだけ） 

「わからない」の割合が 34.3％と最も高く、次いで「まあまあ思う」の割合が 28.7％、「あま

り思わない」の割合が 23.2％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「わからない」の割合が増加しています。一方、「あまり思わな

い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 現在、草津市では障害福祉について、どのようなことをしているかを知っていま

すか。（○は１つだけ） 

「あまりよく知らない」の割合が 51.6％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 34.6％、

「まあまあ知っている」の割合が 12.6％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

思う

まあまあ思う

あまり思わない

思わない

わからない

無回答

4.3

28.7

23.2

8.7

34.3

0.8

4.1

30.5

29.5

8.7

25.6

1.5

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）

％

よく知っている

まあまあ知っている

あまりよく知らない

知らない

無回答

0.8

12.6

51.6

34.6

0.4

0.3

15.6

53.3

30.3

0.5

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）
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問７ 今後、障害のある人が日常生活や社会生活で受けるさまざまな制限をもたらす原

因となる社会的障壁の除去に向けて、合理的配慮（障害のある人に対し、個別の状

況に応じて行われる配慮）を進めていくためにどんなことが必要だと思いますか。

（あてはまるものすべてに○） 

「市民や民間事業者への障害者差別解消法に関する周知・啓発」の割合が 50.0％と最も高く、

次いで「意思疎通のための絵や写真カード、ICT 機器（タブレット端末等）等の活用」の割合が

48.8％、「筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じたコミュニケーション手段の設置」の割合

が 45.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 次の言葉を知っていますか。（○はそれぞれ１つ） 

①ノーマライゼーション 

「知らない」の割合が 61.0％と最も高く、次いで「まあ知っている」の割合が 19.7％、「知っ

ている」の割合が 16.1％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 254 ％

市民や民間事業者への障害者差別解消法に関する周
知・啓発

障害者差別解消法に係るセミナー等の開催

障害当事者を講師とした市民・民間事業者向けの研
修

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じたコ
ミュニケーション手段の設置

意思疎通のための絵や写真カード、ICT 機器（タブ
レット端末等）等の活用

各種障害者に関するマークの周知・啓発

その他

特にない

無回答

50.0

10.6

23.6

45.7

48.8

40.2

5.5

3.5

3.5

0 20 40 60 80 100

％

知っている

まあ知っている

知らない

無回答

16.1

19.7

61.0

3.1

18.7

15.1

61.5

4.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）
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②バリアフリー 

「知っている」の割合が 91.3％と最も高くなっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ユニバーサルデザイン 

「知っている」の割合が 53.5％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 28.0％、「まあ知っ

ている」の割合が 17.3％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「知っている」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④障害者週間 

「知らない」の割合が 64.6％と最も高く、次いで「まあ知っている」の割合が 17.7％、「知っ

ている」の割合が 16.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

知っている

まあ知っている

知らない

無回答

91.3

7.1

1.2

0.4

89.5

6.2

3.3

1.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）

％

知っている

まあ知っている

知らない

無回答

53.5

17.3

28.0

1.2

44.6

18.7

32.6

4.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）

％

知っている

まあ知っている

知らない

無回答

16.5

17.7

64.6

1.2

15.6

16.2

65.4

2.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）
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⑤障害者差別解消法 

「知らない」の割合が 68.1％と最も高く、次いで「まあ知っている」の割合が 17.3％、「知っ

ている」の割合が 13.4％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥障害者虐待防止法 

「知らない」の割合が 61.4％と最も高く、次いで「まあ知っている」の割合が 20.9％、「知っ

ている」の割合が 16.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「知らない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦滋賀県障害者差別のない共生社会づくり条例 

「知らない」の割合が 78.3％と最も高く、次いで「まあ知っている」の割合が 14.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 254 ％

知っている

まあ知っている

知らない

無回答

5.5

14.6

78.3

1.6

0 20 40 60 80 100

％

知っている

まあ知っている

知らない

無回答

13.4

17.3

68.1

1.2

15.6

13.1

67.4

3.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）

％

知っている

まあ知っている

知らない

無回答

16.5

20.9

61.4

1.2

21.0

21.0

54.9

3.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）
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問９ 障害のある人々に関わるボランティア活動や交流活動（イベント等）について関

心がありますか。（○はそれぞれ１つ） 

①ガイドヘルプ 

「あまりない」の割合が 37.4％と最も高く、次いで「まあまあある」の割合が 24.4％、「わか

らない」の割合が 20.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「わからない」の割合が増加しています。一方、「まあまああ

る」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②手話通訳 

「まあまあある」の割合が 31.5％と最も高く、次いで「あまりない」の割合が 30.7％、「わか

らない」の割合が 17.7％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

とてもある

まあまあある

あまりない

全くない

わからない

無回答

4.3

24.4

37.4

9.4

20.9

3.5

3.8

32.8

41.3

7.7

13.6

0.8

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）

％

とてもある

まあまあある

あまりない

全くない

わからない

無回答

3.9

31.5

30.7

13.0

17.7

3.1

3.3

28.5

32.3

17.4

15.9

2.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）
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③要約筆記 

「あまりない」の割合が 32.7％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 25.2％、「まあま

あある」の割合が 22.8％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「まあまあある」の割合が増加しています。一方、「あまりな

い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④点訳・朗読 

「あまりない」の割合が 35.8％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 22.4％、「まあま

あある」の割合が 21.7％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

とてもある

まあまあある

あまりない

全くない

わからない

無回答

2.4

22.8

32.7

14.2

25.2

2.8

2.1

17.7

38.2

18.2

21.8

2.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）

％

とてもある

まあまあある

あまりない

全くない

わからない

無回答

2.4

21.7

35.8

14.6

22.4

3.1

1.3

20.0

39.7

18.5

18.5

2.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）
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⑤社会福祉施設等でのボランティア 

「あまりない」の割合が 31.9％と最も高く、次いで「まあまあある」の割合が 30.3％、「わか

らない」の割合が 18.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「わからない」の割合が増加しています。一方、「あまりない」

「全くない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥草津市主催のイベントなど 

「まあまあある」の割合が 33.5％と最も高く、次いで「あまりない」の割合が 30.7％、「わか

らない」の割合が 20.5％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「まあまあある」「わからない」の割合が増加しています。一

方、「あまりない」「全くない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

とてもある

まあまあある

あまりない

全くない

わからない

無回答

5.5

30.3

31.9

11.0

18.9

2.4

2.8

26.9

37.4

16.4

13.8

2.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）

％

とてもある

まあまあある

あまりない

全くない

わからない

無回答

2.4

33.5

30.7

9.4

20.5

3.5

2.3

26.9

37.9

15.1

15.1

2.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）
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問 10 障害のある人とない人が、お互いに理解し合うために重要だと思うことは次のう

ちどれだと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

「福祉についての教育を充実させる」の割合が 57.5％と最も高く、次いで「障害のある人との

交流の機会（イベント等）を増やす」の割合が 44.9％、「さまざまな催しなどの情報を市民のみ

なさんにお知らせする方法を充実させる」の割合が 42.9％となっています。 

平成 28 年度調査と比較すると、「福祉についての教育を充実させる」「障害のある人との交流

の機会（イベント等）を増やす」「ボランティア活動を盛んにする」「さまざまな催しなどの情報

を市民のみなさんにお知らせする方法を充実させる」「手話や点字等の障害のある人の生活に役

立つ技術を教える講座を充実させる」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

福祉についての教育を充実させる

障害のある人との交流の機会（イベント等）を増や
す

ボランティア活動を盛んにする

さまざまな催しなどの情報を市民のみなさんにお知
らせする方法を充実させる

手話や点字等の障害のある人の生活に役立つ技術を
教える講座を充実させる

その他

無回答

57.5

44.9

33.9

42.9

35.8

3.1

3.1

27.7

26.2

8.5

21.8

8.5

2.8

4.6

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 254）

平成28年度調査

（回答者数 = 390）
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